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世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
Ｎ
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の
今
が
分
か
る
日
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新
聞
︵
フ
リ
ー
︶©
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Ｊ
Ａ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン
の
会
︵
Ｊ
Ｗ
Ｂ
︶
主
催
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
支
援
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
﹁
世
界
で
活
躍
す
る
女
性
が

見
る
﹃
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
、
ゼ
ロ
﹄
の
姿
と
は
﹂
が
、
３
月
26
日
夜
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
の
元
会
長
・
森
喜
朗
氏
の
女
性
蔑
視
発
言
を
き
っ
か
け
に
世
界
で
報
道
さ
れ
た
日
本
の
﹁
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
﹂。
国
内
で
は
、
森
発
言
を
き
っ
か
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
か
ら
現
状
打
破
の
声
が
上
が
っ
た
。
そ
の
一
つ
で

あ
る
﹁
差
別
の
な
い
活
力
あ
る
日
本
を
作
る
た
め
に
・
行
動
宣
言
﹂
の
呼
び
か
け
人
42
人
の
ま
と
め
役
と
な
っ
た
中
満
泉
さ
ん
︵
国

連
事
務
次
長
・
軍
縮
担
当
上
級
代
表
︶
と
、
本
田
桂
子
さ
ん
︵
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
国
際
公
共
政
策
大
学
院
客
員
教
授
、
元
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ

長
官
︶
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
問
題
を
解
説
し
た
。
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
冒
頭
Ｊ
Ｗ
Ｂ
の
長
谷
川
久
美
子
代
表

が
挨
拶
し
、
当
日
は
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
津
山
恵
子
さ
ん
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

津
山　

森
発
言
の
何
が
い
け
な

か
っ
た
の
か
。

中
満　

そ
の
場
で
声
を
あ
げ
て

正
す
声
が
な
か
っ
た
こ
と
が
悲

し
い
。
そ
の
場
で
声
を
上
げ
ら

れ
る
ほ
ど
女
性
の
数
が
い
な
か

っ
た
。
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
マ
ス
は

日
本
の
社
会
に
は
ま
だ
ま
だ
な

い
。
問
題
発
言
を
正
す
に
は
数

を
増
や
す
こ
と
が
重
要
だ
。

本
田　

批
判
と
非
難
は
で
き
る

が
課
題
に
対
し
て
解
決
策
が
な

か
っ
た
の
で
提
案
す
る
た
め
に

個
人
賛
同
者
を
募
っ
た
。
社
会

的
リ
ー
ダ
ー
が
個
人
で
参
加
し

て
も
ら
う
と
広
が
り
が
出
て
く

る
。
約
40
人
の
中
に
一
部
上
場

の
社
長
が
７
、
８
人
い
る
。
経

団
連
は
﹁
チ
ャ
レ
ン
ジ
30
﹂
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
２
０
３
０
年

に
女
性
役
員
の
比
率
を
30
％
に

高
め
る
動
き
が
あ
り
、
今
は
一

割
も
な
い
が
、
す
で
に
60
数
社

が
こ
れ
に
賛
同
し
て
い
る
。
予

想
を
上
ま
わ
る
進
展
が
あ
る
。

津
山　

行
動
宣
言
を
２
人
で
起

草
さ
れ
ま
し
た
。

中
満　

男
女
平
等
は
国
連
で
は

当
た
り
前
の
こ
と
。
日
本
か
ら

の
講
演
会
の
招
待
な
ど
で
自
分

一
人
が
女
性
な
ら
主
催
者
に
ジ

ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
観
点
か

ら
女
性
を
増
や
す
よ
う
に
働
き

か
け
て
い
る
。
国
連
の
ル
ー
ル

で
は
男
性
幹
部
が
男
性
だ
け
の

場
で
登
壇
・
発
言
し
て
は
い
け

な
い
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で

は
ま
だ
会
議
や
講
演
で
女
性
を

入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
が
悪
意
で
は
な
く
て
普

通
の
こ
と
と
し
て
思
い
つ
か
な

い
。
そ
こ
に
一
言
声
か
け
て
、

批
判
す
る
の
で
は
な
く
対
話
を

通
じ
て
呼
び
か
け
て
い
く
。
そ

し
て
こ
れ
ま
で
の
社
会
で
、
こ

れ
は
お
か
し
か
っ
た
ん
だ
と
気

が
つ
い
て
も
ら
う
波
及
効
果
を

求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

津
山　

こ
れ
を
日
本
の
企
業
が

ど
う
変
え
て
い
け
る
の
か
。

本
田　

大
手
企
業
が
賛
同
す
る

と
、
我
も
と
追
随
す
る
企
業
が

出
る
。
正
し
い
ボ
タ
ン
を
押
す

こ
と
で
女
性
の
管
理
職
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
。
人

口
が
減
少
し
て
い
て
、
日
本
の

企
業
は
特
定
年
齢
層
の
男
性
に

リ
ー
ダ
ー
を
頼
っ
て
い
る
。
労

働
人
口
に
占
め
る
45
歳
か
ら

49
歳
の
男
性
は
２
０
２
１
年

４
９
５
万
人
い
る
が
、
現
在
就

活
し
て
い
る
20
代
が
そ
の
世
代

に
な
る
時
に
は
３
１
７
万
人
と

38
％
も
現
在
よ
り
少
な
い
。
パ

イ
が
減
っ
た
中
で
リ
ー
ダ
ー
を

選
ん
で
い
く
の
は
企
業
と
し
て

も
リ
ス
ク
が
あ
る
。
女
性
を
育

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
日
本

人
女
性
の
25
歳
か
ら
59
歳
ま
で

の
85
％
が
働
い
て
い
る
。
米
国

は
78
％
だ
。
専
業
主
婦
は
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
だ
。
60
歳
か
ら
64
歳

の
女
性
の
半
数
以
上
が
働
い
て

い
る
。
文
系
で
も
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
な
ど
理
系
と
思
わ
れ

て
い
る
職
業
で
も
や
っ
て
い
け

る
。
家
事
と
育
児
に
投
資
を
。

毎
月
、
洋
服
１
枚
買
う
の
を
諦

め
て
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
に
お
金

を
使
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ど
う

せ
長
く
働
く
な
ら
管
理
職
を
目

指
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
。　

  

︵
関
連
記
事
４
面
に
︶

行
動
宣
言
作
り
発
信

性
差
別
な
き
日
本
へ
行
動
を

本田桂子さん 中満泉さん

NY から世界へ
JAA ビジネスウーマンンの会

「差別のない活力ある日本を作るために：行動宣言」

皆が能力を発揮し活躍でき、支えあい暮らしやすい日本にするため、性差別を含む差別を撤廃し、

ダイバーシティ（多様性）のある社会を作るため、以下をそれぞれの場で実践していきます。

差別の撤廃は、人権尊重を一層進めるために必要です。多様性こそが、組織や社会を活性化し、

創造性を生み、日本の発展と生き残りにも欠かせないことです。世界的にも差別解消に大きく後

れを取る日本の、緊急な課題に対応します。

１. 差別を助長・容認する発言には沈黙せず、意識変革を求めます。

２. あらゆるバックグラウンドを持つ人々（女性、若手、ＬＧＢＴ、障がい者、国籍や出

身が異なるなど）が議論に参加し、活躍しやすい環境を作るべく、皆で協力し行動し

ます。

３. そのため、議論・決定の場で彼らの数を増やすことが早急に必要だと考えます。志高

く目標を設定し、実施計画をたて、達成していきます。

４. 多様性の達成を妨げる（無意識の）言動や思い込みがあれば、これを指摘し改善を求め、

変革にむけ行動します。偏った属性の、例えば男性のみの討論会、会議、メディア番

組等では主催者に検討を促します。

５. セクシャルハラスメントなどあらゆるハラスメントや性暴力を許さず、行動します。

私たちはこれに賛同し、自ら実行してくださる方々が増えることを、切に願います。

呼びかけ人（五十音順）

秋山信将、磯崎功典、伊藤隆敏、大田弘子、翁百合、乙武洋匡、川本裕子、久能祐子、

久保田智子、隈研吾、小林綾子、小林いずみ、小林喜光、小林りん、澤田純、斉藤惇、篠原聡子、

渋澤健、高倉直久、高島宏平、田中優子、手代木功、冨山和彦、永野毅、中満泉、浜田敬子、

坂東眞理子、平井良典、平野信行、深川由起子、藤井輝夫、星野俊也、本田桂子、キャシー松井、

松本大、三浦瑠麗、御立尚資、峰岸真澄、村上由美子、森田隆之、山田進太郎、湯崎英彦

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://nipponexpressusa.com/
http://saikos.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
http://www.iiicareer.com/
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4 月 NY 日系人会の行事
COVID-19 により JAA への訪問者は
１．検温、マスクの着用、一定距離を保つこと、
　　手洗いや手の消毒。
２．ロビーは一回に 6 人、エレベーターは 4 人まで。
３．JAA ホールは 20-30 人以下での使用をお願いします。
■第１３回サクラ・ヘルスフェア　4/8-5/2　as 3/29
■４月８日（木）10am-12pm 「笠野玲子弁護士による無料電話

法律相談」笠野玲子弁護士が移民法以外の諸問題の相談にお
答えいたしますので、ご予約下さい。各３０分

■４月１１日（日）10:30am-12:00pm オンライン & at JAA
　NY シルバー会共催「リモートお茶会：在宅訪問看護師弓削

容子さんと一緒に楽しくおしゃべりしながら健康から介護
まで情報交換しましょう！」

■４月１１日（日）1pm-2pm オンライン講座「ステイホーム
の中の健康管理；食事、運動、心のケア」講師は斎藤恵真先
生（精神科医）とバーンズ静子さん（サイコロジスト）

■４月１２日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」　
田原ミチさん、津田やすこさんと小林はるかさんが行いま
す。各３０分。お早めに御予約下さい。

■４月１３日（火）6pm-7pm 「コロナ禍でのメンタルヘルスと
食事」講師は加納麻紀先生（内科・小児科）と宮下麻子米国
登録栄養士

■４月１５日（木）10am-12pm 「移民法の無料電話相談室」
　寺井真美弁護士がご相談にのります。各１５分。要予約
■４月１５日（木）7pm-8pm You Tube「新型コロナウイルス

ワクチンの真相」講師は兒子真之先生とロバート柳澤先生　
企画：日本クラブ＆米国医師会　

■４月１６日（金）10:45am-11:30am アップルキッズ企画「井
上昌子先生による親と子のリトミッククラス at JAA and via 
ZOOM」10:45-11:30：1 歳〜 3 歳　参加費＄５　JAA ホー
ルでは 5 組の親子が参加できます。要予約。ZOOM でご参
加の方もメールまたは電話でお申込み下さい。後日 ZOOM
インフォメーションをお送りします。

■４月１７日（土）オンラインサクラ祭り（詳細は後日連絡）
■４月のプロジェクト弁当
   ４月１６日（金）イザベラ、４月 19 日（月）マンハッ
　タン＆ブロンクス、22 日（木）クイーンズ、
　ブルックリン　＆　JAA　敬老会
■４月２２日（木）12pm 〜 1pm「オンライン & @JAA 春の

敬老会」懐かしい歌などを KOJI さん、大隅苓子さんが、三
上クニさんの伴奏で歌います。大西鏡子さんが日本舞踊を踊
ります。JAA ホールは３０人が集まれます。当日は、プロジェ
クト弁当のお弁当もサーブされます。要予約

事務局から：
○「５１回目の JAA 奨学金」奨学生募集を募集中！
NY, NJ, CT 在住の日本人・日系人の高校 3 年生で、この秋か

ら米国内の大学へ進学する学生を対象。https://jaany.org/
w/2021-general-scholarship-application/

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

371：「VANGUARDS」の意外な命名者
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で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

　

Ｖ
Ａ
Ｎ
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
に
次
い
で
、
大
学

時
代
に
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を
や

っ
て
い
た
新
入
社
員
が
中
心
と

な
り
、﹁V

A
N

G
U

A
RD

S

﹂
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
も
誕
生
す

る
。

　

そ
も
そ
もV

A
N

G
U

A
RD

S

は
、
彼
ら
が
考
え
た
名
で
は

な
い
。
そ
れ
よ
り
以
前
の

１
９
６
１
年
、
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

と
し
て
生
ま
れ
た
。
命
名
者
は

友
人
の
ミ
ッ
キ
ー
・
カ
ー
チ
ス
。

彼
は
そ
の
こ
ろ
ロ
ッ
ク
か
ら
ジ

ャ
ズ
に
転
向
し
て
い
て
、
Ｖ
Ａ

Ｎ
の
催
し
物
な
ど
に
使
っ
て
く

れ
な
い
か
と
持
ち
掛
け
ら
れ

た
。

　

ミ
ッ
キ
ー
の
歌
と
フ

ル
ー
ト
に
加
え
て
ピ
ア

ノ
、
ギ
タ
ー
、
ベ
ー
ス
、

ド
ラ
ム
ス
の
ク
イ
ン
テ

ッ
ト
。
ジ
ャ
ズ
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
を
中
心
と
し

た
都
会
的
な
お
し
ゃ
れ

バ
ン
ド
だ
っ
た
。

　

あ

る

時

、

﹁V
A

N
G

U
A

R
D

S

て

名
ど
お
？
﹂
と
提
案
を

受
け
た
。﹁
先
導
者
の
意

味
だ
け
ど
、
Ｖ
Ａ
Ｎ
を
ガ
ー
ド

す
る
っ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
﹂。

　

即
座
に
ミ
ッ
キ
ー
案
を
採

用
、
そ
の
日
か
ら
彼
の
バ
ン
ド

名
は
﹁
ミ
ッ
キ
ー
・
カ
ー
チ
ス

と
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ズ
﹂
に
決
ま
り
、

ド
ラ
ム
に
マ
ー
ク
を
描
い
た
。

︵
お
わ
り
︶

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

　

作
詞
・
な
か
に
し
礼 

作

曲
・

編

曲
・

中

島

安

敏
。

１
９
６
０
年
代
後
半
を
中
心

に
、
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
と
共
に

独
特
の
パ
ン
チ
の
効
い
た
魅

力
的
な
歌
声
で
数
々
の
ヒ
ッ

ト
を
飛
ば
し
た
。
グ
ル
ー
プ

サ
ウ
ン
ズ
の
ブ
ー
ム
と
同
時

代
に
活
躍
し
た
こ
と
と
サ

ウ
ン
ド
か
ら
、
中
村
晃
子

ら
と
と
も
に
一
人
Ｇ
Ｓ
と
も

呼
ば
れ
た
。
戦
後
日
本
の
元

気
溢
れ
る
高
度
経
済
成
長
時

代
を
宝
石
の
よ
う
な
き
ら
め

く
歌
声
で
彩
っ
た
。

 

聴
け
ま
す

 

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w
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で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

 

45
回
転
の
名
盤 

450

霧
の
か
な
た
に

黛
ジ
ュ
ン

　

日
本
の
玩
具
メ
ー
カ
ー
大

手
、
バ
ン
ダ
イ
が
２
０
１
９

年
に
分
社
化
し
設
立
し
た

B
A

N
D

A
I SPIR

IT
S

︵
バ
ン

ダ
イ
ス
ピ
リ
ッ
ツ
︶
が
、
世
界

最
高
ク
オ
リ
テ
ィ
の
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
展
開
す

る
﹁
魂
ネ

イ
シ
ョ
ン

ズ
︵T

A
M

A
S

H
II 

N
A

T
I

O
N

S

︶
﹂

の
ポ
ッ
プ

ア
ッ
プ
店

を
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の

５
番
街
に

期
間
限
定

で
オ
ー
プ

ン
し
話
題

を
呼
ん
で

い
る
。

　

魂
ネ
イ

シ
ョ
ン
ズ

が
ハ
イ
タ

ー
ゲ
ッ
ト

市
場
に
向

け
て
発
信

す
る
コ
レ
ク
タ
ー
ズ
向
け
の
フ

ィ
ギ
ュ
ア
は
、
世
界
中
に
数
多

く
の
フ
ァ
ン
が
存
在
し
て
お

り
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
や
ガ
ン

ダ
ム
と
い
っ
た
日
本
が
誇
る
有

名
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ハ
イ
ク
オ

リ
テ
ィ
商
品
を
日
々
開
発
、
販

売
し
て
い
る
。
今
回
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
初
の
お
目
見
え
と
な

っ
た
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
店
に
は
、

エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
や
鬼
滅
の

刃
、
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
な
ど
の

魂
ネ
イ
シ
ョ
ン
ズ
・
ブ
ラ
ン
ド

の
商
品
が
一
挙
陳
列
、
展
示
販

売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
今
後
発

売
に
な
る
商
品
の
先
行
展
示
や

﹃
プ
レ
ミ
ア
ム 

バ
ン
ダ
イ 

Ｕ

Ｓ
Ａ
﹄
予
約
限
定
品
の
展
示
も

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
米

で
公
開
さ
れ
た
ば
か
り
の
﹁
ゴ

ジ
ラ 

vs 

コ
ン
グ
﹂
の
巨
大
立

像
や
、
劇
中
で
使
用
さ
れ
た
小

道
具
な
ど
通
常
で
は
一
般
公
開

し
て
い
な
い
レ
ア
・
ア
イ
テ
ム

も
展
示
し
、
さ
ら
に
、
普
段
は

な
か
な
か
入
手
で
き
な
い
貴
重

フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
販
売
も
し
て
い

る
た
め
、
ア
ニ
メ
・
フ
ァ
ン
は

も
ち
ろ
ん
必
見
、
今
ま
で
フ
ィ

ギ
ュ
ア
を
買
っ
た
こ
と
が
な
い

人
で
も
十
分
に
楽
し
め
る
展
示

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
商
品
の

購
入
者
は
非
売
品
の
グ
ッ
ズ
を

入
手
で
き
る
な
ど
、
期
間
限
定

な
ら
で
は
の
特
典
も
豊
富
に
用

意
さ
れ
て
い
る
。

　

場
所
は
５
番
街
６
０
５
番

地
︵

48

丁

目

と

49

丁

目

の

間
、
東
側
︶、
営
業
時
間
は

午
前
11
時
か
ら
午
後
７
時
ま

で
。
開
催
期
間
は
４
月
25
日

︵
日
︶
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

tam
ash

iin
ation

s.com
/

popup/ny2021/

を
参
照
。

BANDAI SPIRITS（バンダイ スピリッツ）

魂ネイションズ
4 月 25 日まで期間限定

５番街に日本アニメのフィギュア店が登場

https://jaany.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@jaany.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.tamashiinations.com/popup/ny2021/
https://www.youtube.com/watch?v=m84Xc-kMvSU
https://online.citi.com/US/JRS/portal/template_lo.do?ID=mortgage_home_lo&client_type=LO&client_id=685473
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ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市

長
は
23
日
、
構
造
的
、
制
度
的

な
人
種
差
別
の
廃
絶
を
目
的
と

し
た
、
米
国
内
で
は
初
の
試
み

と
な
る
人
種
間
平
等
に
関
す
る

専
門
委
員
会
﹁
レ
イ
シ
ャ
ル
・

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
﹂
の
設
置
を
発
表
し
た
。 

　

ア
ジ
ア
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

支
援
団
体
の
理
事
や
同
市
保
護

観
察
局
長
、
同
市
苦
情
審
査
委

員
会
会
長
を
含
む
11
人
の
同
委

員
会
委
員
は
、
人
種
間
の
平
等

に
関
す
る
同
市
の
施
政
方
針
を

再
考
し
、
今
年
12
月
ま
で
に
提

言
書
を
提
出
す
る
。同
市
長
は
、

同
委
員
会
は
対
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ

ト
と
し
て
設
置
さ
れ
た
南
ア
フ

リ
カ
真
実
和
解
委
員
会
を
モ
デ

ル
に
し
な
が
ら
﹁
４
０
０
年
続

い
て
い
る
人
種
差
別
を
撲
滅
で

き
る
。世
界
を
変
え
る
だ
ろ
う
﹂

と
話
し
て
い
る
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

人
種
差
別
対
策

Ｎ
Ｙ
市
が
専
門
委
員
会

　

デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市
長
は
23

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
と
し
て
昨
年
３
月
か
ら
継
続

し
て
い
る
市
職
員
の
在
宅
勤
務

を
終
了
し
、
５
月
３
日
か
ら
順

次
、
出
勤
す
る
と
発
表
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
に
伴
う
民
間
企
業

の
活
性
化
に
も
期
待
感
を
示
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ズ
紙
電
子
版
に
よ
る
と
、
在
宅

勤
務
を
し
て
い
る
市
職
員
は
市

警
職
員
や
消
防
士
ら
を
除
き
約

８
万
人
。デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
や

室
内
の
換
気
設
備
な
ど
﹁
厳
格

な
安
全
措
置
を
取
る
﹂
と
述
べ

た
。
職
員
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

義
務
化
し
て
い
な
い
。

来
月
で
在
宅
勤
務
終
了

Ｎ
Ｙ
市
全
職
員
職
場
へ

８万人復帰

ジェンダー・ギャップ、ゼロへ
　

Ｊ
Ａ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン

の
会
︵
Ｊ
Ｗ
Ｂ
︶
主
催
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
支
援
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
﹁
世
界
で
活
躍
す
る
女

性
が
見
る
﹃
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ

ッ
プ
、
ゼ
ロ
﹄
の
姿
と
は
﹂
が
、

26
日
夜
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
中
満
泉

さ
ん
︵
国
連
事
務
次
長
・
軍
縮

担
当
上
級
代
表
︶
と
、
本
田
桂

子
さ
ん
︵
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
国

際
公
共
政
策
大
学
院
客
員
教

授
、
元
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
長
官
︶
。

　
　
　
　
　

︵
１
面
か
ら
続
く
︶

JAA ビジネスウーマンの会

差別に
声上げ行動

津
山　

米
国
で
は
主
婦
の
仕
事

を
ほ
か
の
人
に
頼
む
の
は
当
た

り
前
で
す
ね
。

中
満　

人
に
頼
っ
て
す
る
の
は

当
然
や
っ
て
も
い
い
こ
と
。
働

く
女
性
に
と
っ
て
大
変
な
の

は
、
早
退
す
る
時
の
肩
身
の
狭

さ
な
ど
精
神
的
な
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
だ
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
５
年

住
ん
で
痛
感
し
た
の
は
仕
事
の

仕
方
を
変
え
て
い
か
な
い
と
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
今
は
リ

モ
ー
ト
で
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
を

す
る
の
は
全
く
問
題
な
い
の

で
、
拘
束
時
間
で
は
な
く
成
果

を
ど
う
出
せ
て
い
る
か
仕
事
の

仕
方
、
働
き
方
そ
の
も
の
を
変

え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
子
育
て
中
の
女
性
の
方
が

効
率
的
、
効
果
的
に
仕
事
を
し

て
い
る
。
日
本
の
組
織
文
化
を

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

津
山　

時
短
以
外
に
ギ
ャ
ッ
プ

を
減
ら
す
対
策
は
あ
り
ま
す
か

本
田　

女
性
の
管
理
職
を
増
や

す
の
が
一
番
。
育
休
を
取
る
よ

り
生
産
性
を
あ
げ
る
こ
と
。
エ

ク
ス
ペ
ク
テ
ー
シ
ン
マ
ネ
ー

ジ
。
子
育
て
や
家
事
で
ど
う
し

て
も
必
要
な
場
合
が
分
か
っ
て

い
れ
ば
２
か
月
前
に
﹁
そ
の
日

は
だ
め
﹂
と
言
え
ば
誰
も
怒
ら

な
い
。
し
き
り
が
大
事
。
当
日

直
前
に
言
え
ば
他
の
チ
ー
ム
の

人
に
は
大
迷
惑
で
し
か
な
い
。

企
業
で
物
事
を
決
め
る
立
場
の

人
の
中
に
一
定
の
ワ
ー
キ
ン
グ

マ
ザ
ー
が
入
っ
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
。
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
に
着
任
し

た
時
の
管
理
職
の
割
合
は
25
％

く
ら
い
だ
っ
た
が
、
50
％
ま
で

上
げ
な
が
ら
事
業
規
模
は
２
倍

強
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
生

産
性
を
上
げ
な
が
ら
女
性
が
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
こ
と
も

で
き
る
。

津
山　

お
二
人
は
世
界
で
活
躍

す
る
女
性
の
ト
ッ
プ
を
極
め
た

方
で
す
が
、
私
み
た
い
な
ふ
つ

ー
の
女
性
で
も
で
き
る
こ
と
は

な
ん
で
す
か
？

中
満　

女
性
同
士
の
情
報
サ
ポ

ー
ト
、
味
方
を
作
っ
て
お
く
。

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
は
、
私

の
場
合
、
台
所
に
フ
ァ
ミ
リ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー
が
あ
り
、
１
週
間

分
の
晩
ご
飯
の
メ
ニ
ュ
ー
を
作

っ
て
そ
れ
に
合
わ
せ
て
買
い
物

を
す
る
。
計
画
性
を
持
た
せ
る

こ
と
で
両
立
は
可
能
だ
。﹁
女

性
を
増
や
せ
﹂
は
、
女
性
が
高

下
駄
を
履
く
の
で
は
な
く
、
生

ま
れ
た
時
か
ら
高
下
駄
を
履
い

て
い
る
男
性
に
脱
い
で
い
た
だ

く
よ
う
き
ち
っ
と
声
に
出
し
て

い
く
こ
と
が
社
会
全
体
を
変
え

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

津
山　

声
に
出
す
は
言
葉
で
言

う
と
結
構
簡
単
で
す
け
ど
、
実

際
に
恋
人
や
夫
に
、
こ
う
し
て

欲
し
い
と
口
に
出
し
て
言
う
の

は
当
時
者
に
と
っ
て
は
結
構
大

変
な
こ
と
な
の
で
は
な
い
か

中
満　

パ
ー
ト
ナ
ー
は
選
択
し

て
気
を
つ
け
て
選
ば
な
い
と
い

け
な
い
。
攻
撃
的
に
で
は
な
く

誠
意
を
こ
め
て
一
緒
に
解
決
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

本
田　

恋
人
や
夫
に
も
の
が
い

え
な
け
れ
ば
上
司
に
も
言
え
な

い
。
社
会
参
加
す
る
こ
と
が
大

切
で
、
自
分
を
よ
り
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
仕
事
を
な
る
べ
く

早
い
時
期
に
考
え
る
こ
と
。
自

分
を
信
じ
て
、
ち
ょ
っ
と
背
伸

び
を
し
て
で
き
る
仕
事
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

日
本
で
男
性
の
育
休
へ
の
理
解

が
低
い
の
は
分
か
る
が
、
何
を

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
に
置
く
か

が
大
切
。
育
休
は
男
女
共
同
参

画
で
１
０
０
項
目
近
く
あ
る
中

の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
育
休
が

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
の
一
番
で

は
な
い
。
夫
が
２
週
間
育
休
を

取
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
何
も
変

わ
ら
な
い
。
私
は
お
給
料
が
残

ら
な
い
ほ
ど
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

を
雇
っ
た
時
期
も
あ
る
。

中
満　

私
は
２
人
娘
が
い
る

が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
夫
は

そ
れ
ぞ
れ
４
か
月
ず
つ
育
休
を

取
っ
た
。
そ
れ
は
自
分
と
子
供

と
の
関
係
を
作
る
上
で
必
要
だ

っ
た
と
本
人
は
言
っ
て
い
る
。

子
供
と
の
密
度
の
濃
い
時
間
を

重
要
だ
と
思
う
男
性
は
い
る
。

色
々
な
オ
プ
シ
ョ
ン
、
選
択
肢

の
多
い
社
会
に
な
れ
ば
い
い
な

と
思
う
。
男
性
が
育
休
を
取
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
非
難
の
目
で

見
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
で
は
な

い
よ
う
に
し
た
い
。

津
山　

ご
自
分
の
娘
さ
ん
の
子

育
て
で
感
じ
た
こ
と
は

本
田　

自
分
が
大
学
を
出
た
頃

の
就
職
状
況
は
、
雇
用
機
会
均

等
法
の
前
で
多
く
の
企
業
が

﹁
４
大
女
子
下
宿
応
募
不
可
﹂

だ
っ
た
。
自
分
の
子
供
に
は
ど

ん
な
状
況
下
で
も
職
業
の
選
択

が
で
き
る
よ
う
な
子
供
に
育
て

て
い
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と

強
く
思
っ
た
。
で
き
る
こ
と
は

教
育
や
子
供
に
社
会
を
伝
え
る

こ
と
と
、
あ
と
は
子
供
に
尊
敬

し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
事
を

し
た
い
と
思
っ
た
。

中
満　

自
分
が
こ
れ
を
や
り
た

い
と
思
っ
た
こ
と
を
問
題
な
く

で
き
る
よ
う
な
社
会
に
し
た

い
。
娘
た
ち
は
日
本
に
行
く
と

違
和
感
を
感
じ
る
よ
う
で
、
映

像
の
イ
メ
ー
ジ
の
と
こ
ろ
で
の

女
性
の
描
か
れ
方
に
も
違
和
感

や
疑
問
を
持
っ
て
い
て
、
日
本

は
大
好
き
だ
け
ど
自
分
は
日
本

に
暮
ら
し
て
い
る
女
性
で
な
く

て
よ
か
っ
た
と
聞
く
と
と
て
も

私
は
悲
し
い
の
で
、
そ
う
い
う

社
会
を
変
え
て
い
き
た
い
。

本
田　

︵
質
問
で
与
党
で
活
躍

す
る
女
性
議
員
に
も
女
性
差
別

を
す
る
男
性
側
に
立
っ
て
い
る

議
員
が
い
る
と
の
指
摘
に
つ
い

て
︶
多
様
性
も
あ
る
と
考
え
、

選
挙
権
を
行
使
し
な
が
ら
サ
ポ

ー
ト
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
在

外
投
票
で
も
よ
く
調
べ
て
、
い

ろ
ん
な
考
え
が
あ
る
と
言
う
こ

と
は
是
認
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。

中
満　

日
本
は
世
襲
制
度
の
強

い
政
治
風
土
を
持
っ
て
い
る
と

聞
く
中
で
女
性
議
員
を
増
や
し

て
い
く
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は

な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

文
句
を
言
っ
て
い
る
だ
け
で
は

ダ
メ
だ
。行
動
を
考
え
て
い
く
。

考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
。
議

員
の
男
女
比
率
を
ク
オ
ー
タ
ー

制
に
す
る
の
も
比
例
制
の
と
こ

ろ
で
導
入
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

津
山　

ア
ジ
ア
系
女
性
と
し
て

不
快
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
り
、

さ
れ
た
り
し
た
時
に
同
じ
人
間

女
子
は
管
理
職
挑
戦
を
＝
本
田

政
治
の
場
に
女
性
増
を
＝
中
満

だ
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て
も

ら
う
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

本
田　

少
な
く
と
も
働
く
場
に

お
い
て
は
人
種
、
性
差
別
に
非

常
に
敏
感
に
な
っ
て
い
る
。
何

か
気
に
な
っ
た
時
に
は
、
大
勢

の
前
で
は
な
く
１
対
１
の
場
面

で
﹁
あ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
で

す
か
﹂
と
聞
い
て
み
る
。
誰
も

が
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
だ
言
葉

に
な
る
と
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て

必
要
な
忠
告
や
耳
に
痛
い
こ
と

を
言
っ
て
も
ら
え
な
く
な
る
。

こ
ち
ら
が
度
量
深
く
自
分
に
自

信
を
持
っ
て
い
れ
ば
受
け
止
め

方
も
違
う
の
で
は
な
い
か
。

中
満　

差
別
は
そ
の
場
で
間
違

っ
た
こ
と
な
ん
だ
と
対
話
で
伝

え
る
こ
と
が
重
要
。
そ
れ
と
最

後
に
一
言
貧
困
に
つ
い
て
。
日

本
で
は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
平

均
年
収
が
ド
ル
に
換
算
し
て

２
万
ド
ル
、
困
窮
家
庭
の
ほ
ぼ

全
て
が
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
だ
。

構
造
改
革
す
る
た
め
に
は
政

治
、
行
政
、
民
間
の
場
に
自
分

の
こ
と
と
し
て
考
え
る
女
性
が

い
る
こ
と
が
大
切
。
困
窮
し
て

い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
優
し
い

社
会
は
自
分
に
と
っ
て
も
優
し

い
社
会
。
そ
う
い
う
社
会
を
作

っ
て
い
く
こ
と
が
ウ
イ
ン
ウ
イ

ン
だ
。
決
し
て
︵
誰
か
が
得
を

す
れ
ば
誰
か
が
損
を
す
る
︶﹁
ゼ

ロ
サ
ム
﹂
で
は
な
い
。

津
山　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
係
な

く
、
差
別
さ
れ
る
側
の
立
場
に

立
っ
て
、
想
像
力
や
共
感
を
す

る
こ
と
で
あ
ら
ゆ
る
不
公
平
、

不
公
正
が
解
消
さ
れ
て
い
く
道

の
り
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
・
パ
ス
ポ
ー
ト
Ｎ
Ｙ
州
で
発
行

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://mikoto-inc.com/global/
http://www.919usa.com
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デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市
長
は
３

月
24
日
、
市
内
で
こ
れ
ま
で
に

約
３
５
０
万
回
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
提
供
し
た
と
発
表
し

た
。
市
が
目
標
と
し
て
い
る
す

べ
て
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
約

５
０
０
万
人
へ
の
予
防
接
種
が

６
月
ま
で
に
達
成
で
き
る
と
の

見
通
し
を
示
し
、
市
は
新
た
な

接
種
サ
イ
ト
を
開
設
す
る
た
め

宗
教
関
連
機
関
と
の
連
携
も
明

ら
か
に
し
た
。
そ
の
一
つ
、
レ

ビ
テ
ィ
ス
神
教
会
は
３
つ
の
宗

教
施
設
を
設
け
て
お
り
、
市
長

は
﹁
過
去
数
週
間
に
わ
た
っ
て

予
防
接
種
を
行
っ
て
き
た
が
、

信
仰
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ

て
い
る
地
域
社
会
が
よ
り
多
く

の
人
々
を
接
種
に
参
加
さ
せ
る

た
め
の
大
き
な
機
動
力
と
な
っ

て
い
る
﹂
と
述
べ
た
。
地
域
社

会
で
の
取
り
組
み
拡
大
と
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
経
済
を
再
開
さ
せ
市
民
生
活

を
復
活
さ
せ
る
鍵
で
あ
る
と
述

べ
た
。
ク
オ
モ
Ｎ
Ｙ
州
知
事
に

よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
州
内
で

１
回
目
の
接
種
を
受
け
た
人
を

含
め
合
計
８
０
０
万
人
が
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
３
月
29
日
の
ク
オ
モ
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
の
会
見

で
、
翌
30
日
午
前
8
時
か
ら
30

歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
予
約
・
接

種
を
開
始
、
4
月
6
日
午
前
8

時
か
ら
16
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン

の
予
約
・
接
種
を
開
始
す
る

こ
と
が
発
表
さ
れ
て
い
る
た

め
、
今
後
一
気
に
接
種
人
口
が

拡
大
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

電
話
で
の
ワ
ク
チ
ン
予
約
は

８
３
３
・
６
９
７
・
４
８
２
９
。

市
内
ワ
ク
チ
ン
６
月
で
完
了

デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市
長
が
見
通
し

５
０
０
万
全
市
民
接
種
へ

　

デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市
長
は
３

月
25
日
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の

再
開
を
目
指
し
て
演
劇
関
係
者

向
け
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
を

設
け
る
と
発
表
し
た
。
同
市
長

は
、
９
月
に
劇
場
を
再
開
す
る

見
通
し
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か

に
し
、
﹁
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の

幕
を
開
き
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
を
復
活
さ
せ
る
﹂
と
述

べ
た
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
会
場

と
ウ
イ
ル
ス
検
査
場
は
４
週
間

以
内
の
開
設
を
予
定
し
て
い

る
。

　

ク
オ
モ
Ｎ
Ｙ
州
知
事
は
３
月

は
じ
め
に
、収
容
人
数
33
％︵
屋

内
最
大
１
０
０
人
、
屋
外
会
場

は
最
大
２
０
０
人
ま
で
︶
を
条

件
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
・
ア
ー
ト
・

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
会
場

で
の
集
会
を
４
月
２
日
か
ら
許

可
す
る
と
発
表
し
て
い
る
。
し

か
し
最
近
に
な
っ
て
ま
た
感
染

者
数
の
増
加
が
見
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
ジ
ュ
マ
ー
ニ
・
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
市
政
監
督
官
や
市
保

健
委
員
会
長
の
マ
ー
ク
・
レ
ビ

ン
委
員
長
ら
は
、
劇
場
な
ど
で

の
イ
ベ
ン
ト
を
延
期
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
。

劇
場
関
係
者
も
接
種

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
９
月
再
開

　

米
ド
ー
ナ
ツ
チ
ェ
ー
ン
﹁
ク

リ
ス
ピ
ー
ク
リ
ー
ム
﹂
は
、
３

月
22
日
か
ら
今
年
い
っ
ぱ
い

︵
12
月
31
日
︶
ま
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
に
手
渡
さ
れ
る
接
種
カ
ー

ド
を
持
参
す
る
と
ド
ー
ナ
ツ
が

１
日
１
個
無
料
で
も
ら
え
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
た
。
無

料
ド
ー
ナ
ツ
は
ク
リ
ス
ピ
ー
ク

リ
ー
ム
の
﹁
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
レ

ー
ズ
ド
・
ド
ー
ナ
ツ
﹂
で
、
米

国
内
の
各
店
舗
︵
店
頭
、
も
し

く
は
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
︶
で
実

施
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
26
日
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
デ
カ
ル
ブ
に
あ
る
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
が
有
名
な
レ
ス
ト

ラ
ン
﹁
ジ
ュ
ニ
ア
ズ
﹂︵386 

Flatbush A
venue

︶

が
、

同
じ
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
カ
ー
ド

の
提
示
で
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
サ
イ

ズ
の
同
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
チ
ー

ズ
ケ
ー
キ
を
無
料
提
供
す
る
と

発
表
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
５
月

31
日
︵
月
︶
の
メ
モ
リ
ア
ル
デ

ー
ま
で
実
施
さ
れ
る
。

　

次
々
と
発
表
さ
れ
る
無
料
サ

ー
ビ
ス
に
よ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
促
進
に
つ
な
が
る
と
市
民

か
ら
歓
迎
の
声
が
上
が
る
一
方

で
、
肥
満
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
を
重
症
化
さ
せ
る
と
い
う

理
由
か
ら
賛
否
両
論
が
起
き
て

い
る
。
あ
る
医
師
は
、
米
国
で

は
肥
満
で
多
く
の
貧
困
者
や
脆

弱
な
人
々
が
亡
く
な
っ
て
い
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
ス
テ
イ
プ

ル
ズ
と
オ
フ
ィ
ス
デ
ポ
は
Ｃ
Ｄ

Ｃ
発
行
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録

カ
ー
ド
の
無
料
ラ
ミ
ネ
ー
ト
サ

ー
ビ
ス
を
発
表
し
て
い
る
︵
今

後
旅
行
時
な
ど
に
カ
ー
ド
の
携

帯
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
破
損
を
防
ぐ
目

的
︶。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
業
界
団
体
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
は
３
月
24
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や

バ
ー
の
最
大
75
％
が
過
去
１
年

間
で
収
益
が
半
減
少
し
た
と
報

告
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
受
け

た
影
響
か
ら
回
復
す
る
に
は
政

府
に
よ
る
継
続
的
な
支
援
が
必

要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
調
査

に
よ
る
と
、
昨
年
、
店
舗
を
一

時
的
に
閉
鎖
し
た
と
こ
ろ
の
多

く
は
屋
内
で
の
飲
食
が
制
限
さ

れ
た
こ
と
が
主
な
要
因
と
し
て

お
り
、
同
団
体
の
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
・
リ
ジ
ー
会
長
は
﹁
バ
イ
デ

ン
大
統
領
が
行
っ
た
レ
ス
ト
ラ

ン
業
界
へ
の
財
政
救
済
は
多
く

の
飲
食
店
に
と
っ
て
は
重
要
な

政
策
で
あ
っ
た
が
、
政
府
の
継

続
的
か
つ
協
力
的
な
支
援
が
な

け
れ
ば
市
と
事
業
の
回
復
は
減

少
す
る
の
み
だ
ろ
う
﹂
と
述
べ

て
い
る
。
ま
た
従
業
員
の
雇
用

を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
Ｐ
Ｐ

Ｐ
ロ
ー
ン
と
政
府
の
継
続
的
な

支
援
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

ワクチンでドーナツ

レ
ス
ト
ラ
ン

収
益
が
半
減

　

テ
ィ
ア
ラ
グ
ル
ー
プ
主
催
の

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
﹁
人
権

お
よ
び
人
種
差
別
へ
の
祈
り
﹂

︵
後
援

：

古
本
不
動
産
、
テ
ィ

ア
ラ
グ
ラ
ス
︶
が
国
際
人
種
差

別
撤
廃
デ
ー
の
21
日
開
催
さ
れ

れ
た
。
２
０
１
１
年
ま
で
の
17

年
間
シ
リ
ア
で
遊
牧
民
族
ベ
ド

ウ
ィ
ン
の
家
族
を
撮
り
続
け
た

シ
リ
ア
写
真
家
協
会
名
誉
会
員

の
写
真
家
・
吉
竹
め
ぐ
み
氏
と
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
古
本
不
動
産

会
社
の
名
誉
会
長
を
し
て
い
る

古
本
武
司
氏
が
参
加
し
た
。
古

本
氏
は
第
２
次
世
界
大
戦
中
、

米
国
人
で
あ
り
な
が
ら
日
系
強

制
収
容
所
へ
収
監
さ
れ
た
家
族

と
戦
後
の
自
身
の
体
験
を
大
統

領
の
サ
イ
ン
入
り
の
手
紙
と
共

に
話
し
た
。
世
界
的
な
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
な
っ
た
１
年
が
過

ぎ
、
ア
ジ
ア
人
差
別
問
題
が

次
々
と
浮
上
し
て
き
た
。
イ
ベ

ン
ト
で
は
﹁
自
然
の
脅
威
に
意

思
を
強
く
し
て
立
ち
向
か
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
今
、
人
間
同

士
で
争
う
必
要
が
あ
る
の
か
？

た
と
え
、
心
や
生
活
が
苦
し
く

な
っ
て
も
、
人
の
生
き
る
権
利

を
決
し
て
脅
か
し
て
は
い
け
な

い
﹂
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
し
た
。

　

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
住
む

日
本
人
男
性
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
で
２
か
月
入
院

し
、
帰
宅
し
た
と
こ
ろ
ア
パ
ー

ト
が
空
に
な
っ
て
い
た
と
い
う

事
件
が
あ
っ
た
。

　

ナ

ガ

オ

カ
・

ラ

オ

さ

ん

︵
60
︶
は
１
月
27
日
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
な
い
ア
パ
ー
ト
の
５

階
で
助
け
を
求
め
て
い
る
と
こ

ろ
を
発
見
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
で
入
院
し
た
。

闘
病
生
活
は
脚
の
リ
ハ
ビ
リ
を

含
め
て
約
２
か
月
に
及
ん
だ
が

無
事
治
療
を
終
え
３
月
25
日
に

帰
宅
。
ド
ア
を
開
け
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
鍵
が
変
え
ら
れ
て
お

り
、
開
け
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
ビ
ル
の
管
理
人
に
ド
ア

を
開
け
て
も
ら
い
部
屋
に
入
っ

た
と
こ
ろ
、
残
っ
て
い
た
の
は

ピ
ア
ノ
と
数
点
の
物
だ
け
だ
っ

た
。
ナ
ガ
オ
カ
さ
ん
は
﹁
率
直

に
言
っ
て
、
そ
れ
は
悪
夢
の
よ

う
な
も
の
で
す
﹂
と
メ
デ
ィ
ア

の
取
材
で
語
っ
て
い
る
。

　

ア
パ
ー
ト
の
住
人
に
よ
れ
ば

作
業
員
が
来
て
部
屋
の
中
を
片

付
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
ア

パ
ー
ト
の
管
理
人
に
預
け
て
い

た
ペ
ッ
ト
の
亀
は
無
事
だ
っ
た

が
、
管
理
人
は
他
の
荷
物
が
ど

こ
に
持
っ
て
行
か
れ
た
の
か

﹁
わ
か
ら
な
い
﹂
と
い
う
。

　

ア
パ
ー
ト
の
建
物
は
著
名
投

資
家
の
バ
ー
バ
ラ
・
コ
ー
コ
ラ

ン
氏
と
元
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー

の
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス

氏
が
所
有
し
て
い
る
も
の
。
コ

ー
コ
ラ
ン
氏
は
管
理
会
社
が
部

屋
を
完
全
に
改
装
し
た
と
の
声

明
を
発
表
。
そ
れ
に
は
﹁
ナ
ガ

オ
カ
氏
の
健
康
状
態
が
悪
化
し

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼

の
ア
パ
ー
ト
の
状
態
は
、
建
物

の
他
の
居
住
者
の
健
康
に
と
っ

て
明
ら
か
に
危
険
に
な
っ
て
い

る
﹂
と
荷
物
撤
去
と
改
装
の
理

由
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

改
装
さ
れ
た
の
は
事
実
で
キ

ッ
チ
ン
に
は
新
し
い
オ
ー
ブ
ン

と
冷
蔵
庫
が
あ
り
、
壁
は
塗
り

替
え
ら
れ
、
天
井
に
あ
っ
た
穴

も
修
理
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し

浴
室
の
水
道
が
使
え
な
い
な
ど

の
不
都
合
も
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
状
況
の
な
か
、
隣
人
ら
は
ナ

ガ
オ
カ
さ
ん
に
生
活
に
必
要
な

物
を
寄
付
し
て
援
助
。
そ
し
て

あ
る
隣
人
が
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
、
す
で
に

３
万
５
０
０
０
ド
ル
を
集
め

た
。
そ
の
最
大
の
寄
付
者
は
コ

ー
コ
ラ
ン
氏
だ
と
い
う
。

コロナで入院の日本人。
退院して帰宅したら
アパートの私財が
捨てられていた。

人
権
と
人
種
差
別
へ
祈
り

写
真
家
の
吉
竹
め
ぐ
み
さ
ん
ら
参
加

本

名
・

菅

谷

嘉
道
。

元
国
際
リ

ム
ジ
ン
社

長
。
３
月

４
日
、
ク

イ
ー
ン
ズ
区
の
自
宅
で
心
不
全

の
た
め
逝
去
。
享
年
73
歳
。
北

海
道
函
館
市
出
身
。
１
９
７
１

年
に
来
米
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
56

丁
目
の
日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
横
浜

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
た
あ

と
リ
ム
ジ
ン
会
社
社
長
に
。
葬

儀
は
後
日
、日
本
で
行
う
予
定
。 

ジ
ミ
ー
菅
谷
さ
ん

元
国
際
リ
ム
ジ
ン
社
長

 　

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク
オ
モ

Ｎ
Ｙ
州
知
事
は
３
月
26
日
、
米

国
で
は
初
の
試
み
と
な
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
・
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
す
る

計
画
を
発
表
し
た
。 

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁
エ
ク
セ
ル

シ
オ
ー
ル
・
パ
ス
﹂︵
エ
ク
セ

ル
シ
オ
ー
ル
は
、
向
上
を
意
味

す
る
Ｎ
Ｙ
州
の
標
語
︶
は
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
状
況
や
感
染
お
よ

び
抗
体
検
査
の
履
歴
を
証
明
す

る
ア
プ
リ
で
、
イ
ベ
ン
ト
参
加

や
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
利
用
で
き

る
。
報
道
発
表
に
よ
る
と
、
同

ア
プ
リ
は
﹁
モ
バ
イ
ル
搭
乗
券

の
よ
う
に
印
刷
ま
た
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
感
染
状
況

を
相
手
に
提
示
で
き
る
﹂
と
い

う
。 

　

マ
ジ
ソ
ン
・
ス
ク
エ
ア
・
ガ

ー
デ
ン
や
オ
ー
ル
バ
ニ
ー
の
タ

イ
ム
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
・
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
大
型
施
設
で
は
２
日

か
ら
同
ア
プ
リ
を
導
入
し
て

お
り
、
今
後
は
小
規
模
の
芸

術
、
娯
楽
、
イ
ベ
ン
ト
施
設
で

の
使
用
を
拡
大
し
て
い
く
。
同

州
知
事
は
﹁
市
民
の
健
康
か
そ

れ
と
も
経
済
か
と
い
う
質
問
の

答
え
は
、
両
方
と
も
重
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
。
次
々
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
が
接
種
を
受
け
て

い
き
、
今
後
数
か
月
で
市
民
の

健
康
指
標
は
順
調
に
最
低
値
に

向
か
っ
て
減
少
し
て
い
く
だ
ろ

う
。
エ
ク
セ
ル
シ
オ
ー
ル
・
パ

ス
は
、
配
慮
あ
る
、
科
学
に
基

づ
い
た
ツ
ー
ル
と
し
て
復
興
に

導
く
だ
ろ
う
﹂と
伝
え
て
い
る
。

同
ア
プ
リ
の
詳
細
、
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
はepass.ny.gov

を
参

照
す
る
。 

ワ
ク
チ
ン
・
パ
ス
ポ
ー
ト
Ｎ
Ｙ
州
で
発
行

接
種
状
況
や
感
染
及
び
抗
体
検
査
履
歴
を
証
明
す
る
ア
プ
リ

文具店では証明書ラミネート無料サービスも

http://www.nyseikatsu.com
https://www.oishinbo-ny.com/
mailto:kenji.otsubo@verizon.net
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税

金

特

集

⑨

連
邦
政
府
か
ら
の
給
付
金

と
失
業
保
険
給
付
特
例

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

須
田
洋
平

　C
O

V
ID

-19

の
感
染
拡
大

は
米
国
の
個
人
所
得
税
確
定
申

告
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
皆
様
の
中
に
も
昨
年
と
今

年
に
か
け
て
連
邦
政
府
か
ら
現

金
給
付
を
受
け
取
ら
れ
た
方
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
給

付
金
も
確
定
申
告
に
影
響
す
る

一
つ
で
す
。
今
回
は
皆
様
の
関

心
の
高
い
連
邦
政
府
か
ら
の
給

付
金
と
確
定
申
告
に
お
け
る
税

額
控
除
の
関
係
、
ま
た
こ
の
ほ

ど
認
め
ら
れ
た
失
業
保
険
給
付

金
の
特
例
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

▽
給
付
金
と
税
額
控
除

　
給
付
金
は
こ
れ
ま
で
３
回
に

わ
た
り
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
回
目
は
納
税
者
ひ
と
り
あ
た

り
１
２
０
０
ド
ル
（
合
算
申
告

で
２
４
０
０
ド
ル
）
、
２
回
目

は
６
０
０
ド
ル
（
１
２
０
０

ド
ル
）
、
直
近
の
３
回
目
は

１
４
０
０
ド
ル
（
２
８
０
０
ド

ル
）
の
現
金
給
付
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
計
３
回
の
現
金
給

付
の
う
ち
、
１
回
目
と
２
回
目

の
給
付
金
は
２
０
１
８
年
ま
た

は
２
０
１
９
年
の
確
定
申
告
の

情
報
か
ら
対
象
者
の
算
定
と
給

付
額
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

実
際
に
は
こ
の
５
月
17
日
に
申

告
期
限
を
迎
え
る
２
０
２
０
年

の
確
定
申
告
で
の
税
額
控
除
の

前
払
い
で
す
の
で
、
申
告
の
際

に
正
し
い
給
付
額
を
請
求
す
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
１
回
目
と
２
回
目
に
給
付

さ
れ
た
金
額
が
２
０
２
０
年
の

実
際
の
所
得
に
よ
っ
て
算
定
さ

れ
た
金
額
よ
り
少
な
い
場
合
は

差
額
分
を
、
今
回
か
ら
申
告
を

始
め
る
な
ど
の
理
由
で
給
付
を

受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は
満
額

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
給
付
さ
れ
た
金
額
の
方
が

算
定
し
な
お
し
た
金
額
よ
り
大

き
い
場
合
は
税
額
控
除
を
請

求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
超
過
分
を
返
納
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
３
回
目
の
給

付
金
は
、
来
年
に
申
告
を
行
う

２
０
２
１
年
の
確
定
申
告
で
の

控
除
の
前
払
い
と
な
り
ま
す
の

で
、
受
け
取
り
損
ね
た
金
額
が

あ
る
場
合
は
来
年
の
申
告
の
際

に
今
回
と
同
じ
よ
う
に
税
額
控

除
と
し
て
請
求
で
き
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
給
付
で
満
額

を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は
、

２
０
２
０
年
の
調
整
後
総
所
得

（
Ａ
Ｇ
Ｉ
）
を
元
に
１
回
目
と

２
回
目
の
正
し
い
給
付
額
を
算

出
し
、
控
除
請
求
で
き
る
差
額

が
あ
る
か
ど
う
か
把
握
し
て
く

だ
さ
い
。
対
象
者
は
２
０
２
０

年
末
に
米
国
居
住
者
で
、
Ａ
Ｇ

Ｉ
が
独
身
で
７
万
５
０
０
０
ド

ル
（
合
算
申
告
で
15
万
ド
ル
）

ま
で
の
方
で
満
額
の
支
給
、
こ

の
水
準
か
ら
１
０
０
ド
ル
の
所

得
増
に
つ
き
給
付
が
５
ド
ル
ず

つ
減
額
さ
れ
ま
す
。
１
回
目
の

給
付
は
、
９
万
９
０
０
０
ド
ル

（
合
算
申
告
で
19
万
８
０
０
０

ド
ル
）
の
方
で
支
給
額
が

ゼ

ロ

と

な

り
、

２

回

目

は

８
万
７
０
０
０
ド
ル
（
合
算
申

告
で
17
万
４
０
０
０
ド
ル
）
の

方
で
支
給
額
が
ゼ
ロ
と
な
り
ま

す
。
Ｓ
Ｓ
Ｎ
を
保
有
し
て
い
る

納
税
者
で
あ
っ
て
も
、
就
労
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
控

除
の
対
象
外
と
な
る
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
初
は
納
税
者
番
号

（
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
）
を
有
す
る
配
偶

者
と
の
合
算
申
告
を
行
っ
て
い

る
場
合
は
対
象
外
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
片
方
の
配
偶
者
が

Ｓ
Ｓ
Ｎ
を
保
持
し
て
い
る
場
合

は
ひ
と
り
分
の
み
と
は
い
え
給

付
が
認
め
ら
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

▽
失
業
保
険
給
付
金
に
対
す
る

特
例

　C
O

V
ID

-19

に

よ

る

影

響

を

緩

和

す

る

た

め

に
、

A
m

erican
 R

escue P
lan

が
今
年
３
月
に
大
統
領
に
よ
っ

て
署
名
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中

に
は
前
述
し
た
３
回
目
の
現
金

給
付
が
盛
り
込
ま
れ
た
ほ
か
、

失
業
保
険
給
付
金
の
特
例
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
特
例
は
、
Ａ

Ｇ
Ｉ
が
15
万
ド
ル
未
満
の
方
を

対
象
に
、
２
０
２
０
年
に
受
け

取
っ
た
失
業
保
険
給
付
金
の
う

ち
１
万
２
０
０
ド
ル
ま
で
を

２
０
２
０
年
の
確
定
申
告
の
所

得
か
ら
差
し
引
く
こ
と
を
認
め

る
も
の
で
、
１
万
２
０
０
ド
ル

ま
で
は
非
課
税
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
特
例
の
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
方
の
う
ち
、
す

で
に
確
定
申
告
を
提
出
し
て
し

ま
っ
た
人
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｒ
Ｓ

は
自
動
で
還
付
を
行
う
こ
と
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規

定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア
ド

バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満
た

す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は
す

べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ
り
、

特
定
の
個
人
も
し
く
は
事
業
体

の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在

施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に
沿
っ

て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後

変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
各
個
人
は
特
定
事
項
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
上
記
内
容

を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の
で
は

な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
記
事

中
の
見
解
や
意
見
は
著
者
個
人

の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
Ｋ

Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
は
４
月
25
日
（
日
）
か
ら
５

月
２
日
（
日
）
ま
で
、
４
人
の

講
師
に
よ
る
、
第
13
回
春
の
サ

ク
ラ
フ
ェ
ア
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
大

学

：
大
人
の
教
養
講
座
シ
リ

ー
ズ
」
の
第
２
弾
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
配
信
を
行
う
。
（
共
催

：

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
・
邦

人
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

後
援

：

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
国
総
領
事
館
）

　
講
義
は
、山
口
里
美
さ
ん（
司

法
書
士
）
の
「
ど
う
す
る
住
ま

い
？
お
金
？
こ
れ
か
ら
の
お
ひ

と
り
さ
ま
の
備
え
」、
小
池
理

雄
さ
ん
（
５
つ
星
お
米
マ
イ
ス

タ
ー
）
の
「
お
米
屋
さ
ん
が
教

え
る
『
お
米
を
楽
し
く
、
美
味

し
く
食
べ
る
方
法
』」、
岩
崎
真

理
依
さ
ん
（
ロ
ー
ス
イ
ー
ツ
講

師
）
の
「
自
宅
で
簡
単
！
デ
ト

ッ
ク
ス
効
果
で
元
気
に
な
れ
る

『
健
康
ロ
ー
ス
イ
ー
ツ
』」、
う

ま
さ
き
せ
つ
こ
さ
ん
（
ダ
ン
ス

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
の
「
痛

み
な
く
使
え
る
体
！
誰
で
も
で

き
る
楽
チ
ン
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ

７
選
」
を
配
信
す
る
。
各
講
師

が
30
分
の
講
義
を
行
い
、
希
望

者
は
申
し
込
み
後
に
好
き
な
時

間
に
何
度
で
も
視
聴
で
き
る
。

　

視

聴

無

料
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
９

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
）
ま
で
。
申

し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

jaany.org

ま
で
。

ライオンズ大学

大人の教養シリーズ

オンライン 無料

山
口
里
美
さ
ん

小
池
理
雄
さ
ん

岩
崎
真
理
依
さ
ん

う
ま
さ
き
せ
つ
こ
さ
ん

Ｊ
Ａ
Ａ
サ
ク
ラ
フ
ェ
ア
に
参
加

日
本
か
ら
講
師
４
人
講
義

お
金
の
問
題
や
健
康

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

www.nyseikatsu.com

　
米
国
の
国
土
は
広
大
で
、
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
も
地
域
ご
と
に
大

き
く
異
な
り
、50
州
そ
れ
ぞ
れ
、

異
な
る
税
制
、
産
業
構
造
、
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
日
本
人
社
会

が
存
在
す
る
。
こ
の
た
め
、
米

国
で
新
拠
点
の
立
地
を
選
定
す

る
作
業
は
容
易
で
は
な
く
、
決

定
ま
で
に
重
要
な
決
断
を
多
数

下
す
こ
と
に
な
る
。

　
ジ
ェ
ト
ロ
で
は
、
在
米
6
事

務
所
が
50
州
・
準
州
を
管
轄
し
、

日
本
企
業
・
日
系
企
業
の
米
国

で
の
製
造
拠
点
や
研
究
・
開
発

拠
点
の
設
立
や
拡
張
を
支
援
し

て
い
る
。
特
に
米
国
連
邦
政
府

商
務
省
で
対
米
投
資
誘
致
を
担

当
す
る
セ
レ
ク
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
や
、

誘
致
に
積
極
的
な
各
州
政
府
な

ど
と
連
携
し
、
検
討
段
階
や
要

望
に
応
じ
て
支
援
し
て
い
る
。

企
業
規
模
、
投
資
規
模
に
限
ら

ず
利
用
で
き
る
。

https://w
w

w
.jetro.go.jp/

services/us_grassroots.
htm

l ジ
ェ
ト
ロ
北
米
事
務
所

製
造
立
地
選
定
を
支
援

https://www.jetro.go.jp/services/us_grassroots.html
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nykoshin.com
mailto:info@tsutech.com
https://www.mtckitchen.com
https://www.takenakapartners.com/
mailto:info@jaany.org
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遺
言
に
よ
り
人
に
財
産
を
譲

る
こ
と
を
遺
贈
と
言
い
ま
す
。

一
般
的
に
遺
贈
は
無
償
が
建
前

で
あ
り
、
受
遺
者
に
は
代
償
の

支
払
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
遺
言
者
が
受
遺
者
に
対

し
て
代
賞
の
支
払
い
︵
反
対
給

付
︶
を
義
務
付
け
る
負
担
付
遺

贈
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

遺
贈
を
受
け
る
こ
と
を
承
認
し

た
受
遺
者
は
、
反
対
給
付
の
負

担
を
履
行
す
る
義
務
を
負
い
ま

す
︵
民
法
１
０
０
２
条
︶。

　

例
え
ば
、
友
人
に
財
産
の
一

781

日
本
の
相
続
35 負

担
付
遺
贈

部
を
遺
贈
す
る
代
わ
り
に
、
遺

言
者
の
未
成
年
の
息
子
が
大

学
を
卒
業
す
る
ま
で
学
費
の

支
払
い
の
面
倒
を
見
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
反
対
給
付
の

条
件
を
付
け
た
と
し
ま
す
。
友

人
が
遺
贈
を
受
け
取
っ
た
場

合
に
は
、
遺
族
の
学
費
の
面
倒

を
見
る
義
務
を
負
い
ま
す
。
た

だ
し
、
受
遺
者
の
負
担
は
、
遺

贈
さ
れ
た
財
産
の
価
格
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
す
。
遺
増
を

受
け
取
り
な
が
ら
負
担
を
履

行
し
な
い
︵
学
費
を
払
わ
な

い
︶
場
合
、
相
続
人
ま
た
は
遺

言
執
行
者
は
相
当
の
期
間
を

定
め
て
履
行
を
催
告
で
き
、
履

行
が
な
い
と
き
は
遺
言
の
取

消
し
を
家
庭
裁
判
所
に
請
求

で
き
ま
す
。

　

受
遺
者
が
遺
贈
を
放
棄
し

た
場
合
、
負
担
履
行
義
務
が
な

い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
負
担

の
利
益
を
受
け
る
べ
き
者
︵
息

子
︶
は
自
ら
受
益
者
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
遺

言
者
が
遺
言
で
別
段
の
意
思

表
示
を
し
た
と
き
は
そ
れ
に

従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

︵
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計

士
︶

　

ラ
イ
セ
ン
ス
パ
ワ
ー
︵
株
︶

は 

４
月
14
日
︵
水
︶
か
ら
、

公
認
協
会
認
定
の
米
国
最
新
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
栄
養
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
資
格
講
座
を
開
催
す

る
。
週
１
回
２
時
間
、
８
回
コ

ー
ス
。
午
後
３
時
半
ま
た
は
６

時
半
ス
タ
ー
ト
。
会
場
は
講
師

自
宅
︵
２
番
街
45
丁
目
︶
に
て
。

教
材
は
英
語
で
日
本
語
訳
が
あ

り
、
英
語
専
門
用
語
も
両
方
学

ぶ
。
人
数
に
制
限
あ
り
。

　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
た
め

の
食
品
、
美
肌
、
酸
化
酵
素
、

ビ
タ
ミ
ン
、
細
胞
の
若
さ
保

持
、
活
性
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
必

須
ア
ミ
ノ
酸
食
、
漢
方
、
ハ
ー

ブ
の
効
用
な
ど
に
つ
い
て
指
導

す
る
。
試
験
合
格
者
は
講
師
養

成
講
座
へ
進
み
、
公
認
認
可
校

と
し
て
独
立
開
講
が
可
能
。
米

国
、
日
本
、
英
国
な
ど
で
公
式

称
号
の
下
、
活
動
で
き
る
。
講

師
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
協

会
認
定
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
武
石
越
路
さ
ん
︵
共
立
女
子

大
学
食
物
科
卒
業
︶。﹁
遺
伝
子

食
事
テ
ス
ト
﹂
米
国
開
業
医
が

顧
問
。
皆
で
﹁
１
２
０
歳
ま
で

元
気
に
楽
し
く
美
し
く
﹂
が
ス

ロ
ー
ガ
ン
。

　

通
信
教
育
受
講
も
可
能
。
受

講
料
は
１
８
９
５
ド
ル
︵
登
録

料
、
テ
キ
ス
ト
代
、
日
本
語

訳
、
資
料
代
、
受
験
料
、
証

書
代
な
ど
全
て
含
む
︶。
申

し
込
み
時
に
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

を
見
た
と
伝
え
る
と
１
０
０

ド

ル

引

き

に

な

る
。

問

い

合

せ
・

申

し

込

み

は

電

話

６
４
６
・
９
３
２
・
８
９
０
０
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルK

oshiji.
T

@
gm

ail.com
 

ま

で
。

詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
licensepow

er.net
を
参
照
。

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

栄
養
コ
ン
サ
ル
育
成

 

Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

100

 　

新
し
い
リ
ー
ス
の
会
計
基
準

じ
ゃ
が
、
な
ん
か
し
っ
く
り
こ

な
い
の
じ
ゃ
。
も
う
少
し
や
さ

し
く
教
え
て
く
れ
ん
か
？
﹂
会

社
経
営
者
の
鬣
︵
た
て
が
み
︶

は
、
会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

譲
矢
謙
吉
︵
ゆ
ず
り
か
け
ん
き

ち

：

通
称
、
譲
謙
︵
ゆ
ず
け
ん
︶

に
お
も
む
ろ
に
聞
い
た
。
﹁
新

基
準
はA

SC
842

で
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
旧
基

準
も
生
き
て
い
ま
す
が
、
こ
ち

ら
はA

SC
840

で
す
﹂﹁
ほ
う
、

そ
れ
で
、
新
基
準
は
ど
う
な
っ

て
い
る
ん
だ
っ
た
か
の
う
？
﹂

﹁
新
基
準
で
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
リ
ー
ス
と
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン

グ
リ
ー
ス
に
分
か
れ
る
こ
と
は

前
に
お
話
し
し
ま
し
た
﹂
﹁
う

ん
、
そ
れ
は
覚
え
て
い
る
ぞ
。

確
か
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ー

ス
の
や
り
方
が
、
大
き
く
変
わ

っ
た
ん
だ
よ
な
？
﹂
﹁
そ
う
で

す
。
12
か
月
以
内
の
リ
ー
ス
や

金
額
が
僅
少
な
も
の
を
除
き
す

べ
て
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ

ー
ス
に
つ
い
て
資
産
と
負
債

を
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
﹂﹁
資
産
と
負
債
の
名

前
は
何
と
言
っ
た
ん
じ
ゃ
ろ

か
？
﹂﹁
資
産
は
使
用
権
資
産

︵R
ight of U

se

︶
と
呼
ば
れ
、

負
債
は
リ
ー
ス
負
債
︵Lease 

Liability

︶
と
言
い
ま
す
﹂﹁
結

局
、
ど
う
や
っ
て
費
用
計
算
す

る
の
じ
ゃ
？
﹂﹁
ま
ず
、
使
用

権
資
産
と
リ
ー
ス
負
債
は
、
そ

れ
ぞ
れ
リ
ー
ス
契
約
時
の
時
価

で
同
額
計
上
さ
れ
ま
す
﹂﹁
そ

れ
か
ら
、ど
う
す
る
ん
じ
ゃ
？
﹂

﹁
そ
れ
か
ら
、
ま
ず
は
リ
ー
ス

料
の
支
払
い
を
リ
ー
ス
負
債
の

返
済
と
み
な
し
て
、
元
本
の
返

済
と
利
息
に
分
け
て
計
上
し
て

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
﹂﹁
ち

ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
の
で
表

を
使
っ
て
教
え
て
く
れ
﹂﹁
は

い
、
承
知
し
ま
し
た
﹂﹁
適
用

は
２
０
２
１
年
か
ら
か
？
﹂﹁
い

え
、
ま
た
、
適
用
時
期
が
延
長

さ
れ
て
２
０
２
２
年
か
ら
の
適

用
と
な
り
ま
す
﹂﹁
う
ん
わ
か

っ
た
。
あ
り
が
と
う
﹂(

表
の

問
い
合
わ
せ
は
米
国
公
認
会
計

士
齊
藤
事
務
所
ま
で
︶www.

saikos.com, info@
saikos.

com

：
齊
藤
幸
喜

い
き
ま
す
。
た
だ
し
、
利
息
は

︵
負
債
︶
リ
ー
ス
費
用
と
し
て

計
上
し
ま
す
。
使
用
権
資
産
も

償
却
を
し
て
い
き
ま
す
が
、
こ

の
金
額
は
支
払
い
リ
ー
ス
料
か

ら
利
息
を
差
引
い
た
金
額
に
な

り
ま
す
。
呼
び
方
も
償
却
費
で

は
な
く
、︵
資
産
︶
リ
ー
ス
費

用
に
な
り
ま
す
。
簡
単
な
ケ
ー

ス
で
は
資
産
と
負
債
残
高
が

同
額
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し

て
、
今
ま
で
資
産
負
債
計
上
し

て
こ
な
か
っ
た
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
リ
ー
ス
に
つ
い
て
、
資
産

と
負
債
を
貸
借
対
照
表
に
計
上

す
る
と
同
時
に
リ
ー
ス
料
は
今

ま
で
通
り
の
科
目
で
同
額
計
上

新
し
い
リ
ー
ス
の
会
計
基
準
に
つ
い
て

　

ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
４
月
７

日
︵
水
︶
午
後
８
時
か
ら
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
初
心
者
の
た
め
の

﹁Python

︵
パ
イ
ソ
ン
︶
無
料

オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
ク
ラ
ス
﹂
を

開
催
す
る
。
人
口
知
能
な
ど
の

最
先
端
分
野
の
開
発
に
も
使
わ

れ
、
注
目
を
集
め
て
い
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
パ
イ
ソ

ン
。
難
し
そ
う
と
思
わ
れ
が
ち

だ
が
、
文
法
が
平
易
な
た
め
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
初
心
者
で
も
比
較

的
習
得
し
や
す
い
言
語
と
言
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ー
ド
が

書
き
や
す
く
専
門
的
な
ラ
イ
ブ

ラ
リ
が
豊
富
に
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
大
規
模
な
ウ
ェ
ブ
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
発
が
短
期

間
で
で
き
る
と
人
気
を
集
め
て

い
る
。
ク
ラ
ス
で
は
、
パ
イ
ソ

ン
・
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
基
本
操

作
体
験
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

る
。　

　

参
加
費
無
料
。
定
員
20
人

︵
先
着
順
︶
。
問
い
合
わ
せ
・
申

し
込
み
は
氏
名
︵
ロ
ー
マ
字

の
フ
ル
ネ
ー
ム
︶
、
住
所
、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
し
、

Ｅ
メ
ー
ルquick@

919usa.
com

ま
で
。
ま
た
、
４
月
26

日
︵
月
︶
か
ら
開
講
す
る
オ
ン

ラ
イ
ン
・
パ
イ
ソ
ン
コ
ー
ス
︵
超

入
門
か
ら
上
級
ま
で
︶
の
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.919usanew

s.com
/

posting/python/

を

参

照

す
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

パ
イ
ソ
ン
講
座

無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
ク
ラ
ス

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

クイックUSA

http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
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https://www.licensepower.net/
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コロナ禍における幸せな
アクティブアダルトライフとは？

〜
コ
ロ
ナ
禍
が
生
ん
だ
自
問
自
答
〜

「FU
R
U
S
A
T
O
 P
R
O
J
E
C
T

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

な
ぜ
今
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大
切
な
の
か
？

居
場
所
は
こ
こ
に
あ
る
。

こ
こ
に
し
か
な
い

FU
R
U
S
A
T
O
 P
P
R
J
E
C
T

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

FU
R
U
S
A
T
O
 P
P
R
J
E
C
T

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
指
し
て
い
る
も
の

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
に
ア

メ
リ
カ
在
住
の
日
本
人
の
方
々

の
日
本
帰
国
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
お
手
伝
い
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
と

あ
る
ア
メ
リ
カ
在
住
日
本
人
の

方
と
の
出
会
い
で
し
た
。
そ
の

方
か
ら
﹁
父
が
高
齢
者
施
設
に

入
居
し
て
お
り
、
数
年
前
に
日

本
へ
帰
国
す
る
こ
と
を
考
え
た

が
、
持
病
に
よ
り
飛
行
機
へ
乗

る
こ
と
に
主
治
医
か
ら
ド
ク
タ

ー
ス
ト
ッ
プ
を
言
い
渡
さ
れ
帰

国
す
る
こ
と
を
断
念
し
た
。
そ

の
後
も
高
額
な
ア
メ
リ
カ
の
介

護
施
設
の
費
用
を
工
面
す
る
の

に
か
な
り
の
苦
労
を
要
し
た
こ

と
も
あ
り
、
当
時
を
振
り
返
っ

て
み
れ
ば
、
も
う
少
し
早
く
決

断
を
し
て
日
本
に
帰
国
さ
せ
れ

ば
よ
か
っ
た
と
、
今
は
後
悔

し
て
い
る
。﹂
と
お
話
を
聞
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

﹁
私
た
ち
が
何
か
力
に
な
れ
る

こ
と
は
な
い
の
か
？
﹂
と
考
え

始
め
た
の
が
こ
の
日
本
帰
国
支

援
サ
ー
ビ
ス
﹁FU

R
U

SA
T

O
 

PR
O

JE
C

T

﹂
で
す
。
私
た
ち

の
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
日
本
帰

国
に
必
要
な
出
国
前
の
準
備
や

手
続
き
、
日
本
で
の
家
探
し
か

ら
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
、
帰

国
に
必
要
な
準
備
や
手
続
き
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
お
手
伝
い
で

き
る
こ
と
を
強
み
と
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
２
０
１
８
年
よ

り
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
企
画
し
、

実
際
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
お

客
様
に
ご
提
供
し
て
き
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
私
た
ち
は

そ
も
そ
も
﹁
何
の
た
め
に
、
こ

の
帰
国
支
援
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
る
の
か
﹂
を
改
め
て
自
問

　

人
は
昔
か
ら
な
ん
ら
か
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
き
延
び
て
き
ま
し
た
。

今
は
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
が
劇
的
に
変
化
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
初
め
は
、
村

社
会
︵
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
︶

が
あ
り
、
誰
も
が
相
手
の
顔
と

名
前
が
一
致
し
、
よ
そ
者
が
来

れ
ば
す
ぐ
に
気
づ
き
、
排
除
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
自
由
は
少
な

く
、
同
調
圧
力
が
強
い
社
会
で

あ
る
代
わ
り
に
、
圧
倒
的
な
安

全
が
あ
り
、
安
心
が
あ
り
ま
し

た
。
日
本
の
高
度
成
長
期
に
、

多
く
の
人
が
都
市
部
に
流
れ

て
、
村
社
会
の
時
代
は
終
わ
り

ま
し
た
。
都
市
に
は
核
家
族
を

中
心
と
し
て
極
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
会
社
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
人

は
身
を
委
ね
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
村
社
会
に
比
べ
た
ら
、

生
き
方
の
自
由
は
増
し
、
一
方

で
安
全
や
・
安
心
は
減
少
し
ま

し
た
。
そ
し
て
今
、
結
婚
す
る

人
が
減
り
、
子
ど
も
も
減
り
核

家
族
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
弱
ま

り
、
ま
た
終
身
雇
用
の
崩
壊
と

働
き
方
改
革
で
、
会
社
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
も
機
能
し
な
く
な
り
、

人
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
失
い
つ

つ
あ
り
ま
す
。﹁not alone

﹂

と
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
私
た
ち
が
ア
メ
リ
カ
で
個

別
相
談
の
際
に
、
多
く
の
方
々

　

あ
な
た
は
ア
メ
リ
カ
に
在
住

し
、
近
々
ま
た
は
将
来
的
に
日

本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る
日
本

人
の
方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

ご
存
知
で
す
か
？　

ぱ
っ
と
ひ

ら
め
か
な
け
れ
ば
、
そ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
は
こ
こ
に
あ
り
ま

す
。
あ
な
た
の
一
つ
の
居
場
所

は
こ
こ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
のFU

R
U

SA
T

O
 

PR
O

JE
C

T

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
、
お
申
込
み
頂
け
れ
ば
無
料

で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
無
料
会
員
の
特
典
は
、
①

オ
ン
ラ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
で
き
る
、

②
事
務
局
よ
り
月
1
回
メ
ル
マ

ガ
︵
日
本
帰
国
に
対
す
る
有
益

な
情
報
︶
が
届
く
、
③
オ
ン
ラ

イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
セ

ミ
ナ
ー
の
セ
ミ
ナ
ー
動
画
を
後

日
、
閲
覧
で
き
る
、
④
ア
メ
リ

カ
現
地
の
有
益
情
報
が
得
ら
れ

る
︵
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る

情
報
な
ど
︶
、
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
よ
り
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
た
め

に
、
有
料
会
員
シ
ス
テ
ム
を
今

年
の
4
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
有
料
会
員
の
特
典
は
、
①

LIN
E

グ
ル
ー
プ
を
活
用
し
た

　

昨
年
末
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
こ
の
4
か

月
で
数
十
名
の
方
に
ご
参
加
頂

き
、益
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
目
指
し

て
い
る
も
の
、
そ
れ
は
﹁
一
度

き
り
の
人
生
、
自
分
の
人
生
を

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
主
体
的
に
生
き

る
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ

イ
フ
の
実
現
﹂
で
す
。
そ
の
た

め
に
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

は
、
月
に
1
回
オ
ン
ラ
イ
ン
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
内
容
は

全
7
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
こ
れ

か
ら
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト

の
生
き
方
、
こ
れ
か
ら
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
の
日

米
比
較
︵
お
金
編
、
健
康
編
、

生
活
編
な
ど
︶
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
月
1
回
の
メ
ル
マ
ガ

に
て
日
本
帰
国
に
有
益
な
情
報

や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ

フ
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
参
加
し
て
頂
く
こ
と
で
、
一

度
き
り
の
人
生
を
ど
の
よ
う
に

過
ご
し
て
い
け
ば
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
に
主
体
的
に
生
き
て
い
る
か

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
皆
さ
ん
で

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

「FURUSATO PROJECT」NYコミュニティで安心な未来の準備を

自
答
し
ま
し
た
。
悩
ん
だ
末
に

出
し
た
答
え
。
そ
れ
は
、﹁
日

本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
あ
く

ま
で
一
つ
の
﹃
手
段
﹄
に
す
ぎ

な
い
と
い
う
こ
と
。FU

R
U

-
SA

T
O

 PR
O

JE
C

T

の
本
質

的
な
活
動
の
目
的
は
、
日
本
、

ア
メ
リ
カ
、
世
界
中
の
ど
こ
に

い
て
も
﹁
そ
の
人
が
今
後
の
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
よ
り
主
体
的

に
、
よ
り
前
向
き
に
生
き
る
た

め
の
ガ
イ
ド
を
す
る
こ
と
。﹂

そ
の
た
め
に
、
重
要
と
な
っ
て

く
る
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
と

考
え
、FU

R
U

SA
T

O
 PO

R
-

JE
C

T

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
昨
年
末
に
作
り
ま
し

た
。

が
訴
え
る
こ
と
、
そ
れ
は
ア
メ

リ
カ
に
は
身
寄
り
が
い
な
い
か

ら
、
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て

い
る
。
日
本
で
の
親
族
も
少
な

く
て
、
日
本
に
帰
国
し
た
後
が

不
安
だ
。
そ
う
、﹁
孤
独
﹂
に

対
し
て
不
安
が
あ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。人
と
繋
が
っ
て
い
る
、

そ
れ
こ
そ
が
安
心
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
。
時
代
の
進
化
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
が
発
展
し

た
こ
と
で
、
世
界
中
ど
こ
に
い

て
も
世
界
中
と
繋
が
れ
る
時
代

に
な
り
ま
し
た
。
今
こ
そ
新
し

い
形
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
必
要

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
す

る
こ
と
で
人
は
安
心
で
き
る
。

あ
な
た
の
居
場
所
は
こ
こ
に
も

あ
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ

の
参
加
︵
有
料
会
員
の
方
の
み

参
加
で
き
、
会
員
同
士
で
の
や

り
取
り
が
可
能
で
す
。︶、
②
有

料
会
員
向
け
の
メ
ル
マ
ガ
︵
有

料
会
員
で
し
か
得
ら
れ
な
い
よ

り
具
体
的
な
情
報
が
得
ら
れ
ま

す
︶、
③
セ
ミ
ナ
ー
優
先
案
内

と
優
先
申
込
︵
事
務
局
が
主
催

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
優
先
的
に
ご

案
内
し
ま
す
︶、
④
有
料
会
員

限
定
イ
ベ
ン
ト
︵
限
定
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
日
本
へ

の
一
時
帰
国
プ
ラ
ン
や
日
本
で

の
家
探
し
、
仕
事
探
し
な
ど
の

企
画
を
予
定
︶
で
す
。
⑤
ま

た
、
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご

提
供
し
て
い
る
特
典
も
全
て
共

有
で
き
ま
す
。
有
料
会
員
の
料

金
は
月
１
６
５
０
円
︵
税
込
︶。

そ
し
て
今
な
ら
、
有
料
会
員
ス

タ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し

て
、
先
着
10
名
様
限
定
で
初
月

１
１
０
０
円
︵
税
込
︶
で
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
す
ぐ
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
お
申
込
み

方
法
は
、
メ
ー
ル
の
本
文
に
①

氏
名
、
②
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

③
携
帯
電
話
番
号
、
④
希
望
会

員
︵
無
料
会
員　

or　

有
料
会

員
の
ど
ち
ら
か
を
明
記
︶
の
う

え
、F

U
R

U
SA

T
O

 P
R

O
J-

E
C

T

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
相
談
窓

口
担
当
︵
週
刊N

Y

生
活　

業

務
責
任
者
・
社
長
︶
久
松　

茂

︵hisam
atsu@

nyseikatsu.
com

︶
ま
で
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

FURUSATO PROJECT　代表理事・青木幸司（中央）　
事務局長・平田裕也（左）　医療コンシェルジュ・加藤千晴（右）

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
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 ローカル
  スクランブル　
 WESTCHESTER & CT

散歩 DEドーナツ

　

三
寒
四
温
と
い
う
言
葉
通
り
、
暖
か
く
な
っ
た
と
油
断
し

て
い
る
と
朝
晩
急
に
冷
え
込
み
、
冬
に
逆
戻
り
し
た
か
と
思

う
今
日
こ
の
頃
だ
が
、
枯
れ
木
の
よ
う
に
見
え
た
木
々
が
少

し
ず
つ
芽
吹
き
始
め
、
ス
イ
セ
ン
の
葉
が
勢
い
良
く
伸
び
て
、

確
実
に
春
は
近
づ
い
て
い
る
。
家
に
こ
も
っ
て
い
る
の
が
も

っ
た
い
な
い
天
気
の
良
い
休
日
は
、
ハ
ド
ソ
ン
川
や
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
湾
や
森
林
へ
散
歩
に
行
こ
う
。
外
の
空
気
を
吸

っ
て
、
の
ん
び
り
歩
い
て
、
小
腹
が
減
っ
た
ら
ベ
ー
カ
リ
ー

自
慢
の
ド
ー
ナ
ツ
を
買
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
。
そ
ん
な
さ

さ
や
か
な
時
間
が
昨
日
の
疲
れ
を
癒
し
、
明
日
へ
の
活
力
の

源
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
。

■ロックウッド州立公園（スリーピーホロウ）ロックフェ
ラー家の別荘があった広大な敷地が州に寄贈され州立公園
となったもので、緩やかな坂を登った丘の上から臨むハド
ソン川の景色が素晴らしい。
www.nynjtc.org/hike/rockwood-hall-sleepy-hollow
■シーニック・ハドソン公園（アービントン）メトロノー
ス駅の南側、ハドソン川沿いの公園。平坦でとても歩きや
すいので、ベビーカーやシニアにもぴったり。

www.irvingtonny.gov/90/Scenic-Hudson-Park
■ノース・カウンティ・トレイルウェイ（タリータウン）
廃線になった線路跡がトレイルになったもので全長 22 マ
イルあるが、タリータウン湖をぐるっと周る２マイルのト
レイルがおすすめ。
www.traillink.com/trail/north-county-trailway/
■ザ・フレンズ・オブ・リード自然保護区（ライ）ノスタ
ルジックな遊園地プレイランド近くにある自然保護区内に

３マイルのトレイルが整備されている。湾に沿って歩く部
分もあり潮風が気持ち良い。　
www.friendsofreadwildlifesanctuary.org/visit/
■グレン・アイランド公園（ニューロシェル）その昔、シ
ティに住む裕福層が夏を過ごす場所として開発された島で、
現在は公園となっている。ビーチやボート乗り場、ピクニ
ックエリアなどが整備されている。　
https://parks.westchestergov.com/glen-island-park

●オシニング・ベーカリー（オシニン
グ）メインストレートから離れたルート
９沿いにあるベーカリー。店内は昔なが
らのパン屋さんの風情で、逆にそれが新
鮮。素朴でシンプル、飾り気はないが、
ずっと変わらない良さがある。T シャ
ツにエプロン姿の店主に創業何年にな
るか尋ねたら「自分が引き継いで 20 年。
その前は多分 60 年か 70 年やっていた
と思うよ」。ドーナツのほかふわふわの
スティッキーバンも美味しい。
Ossining Bakery (50 N Highland Ave. 
Ossining) 電話：914-941-2654 月〜土
6:00 〜 19:00、日 6:00 〜 14:00  
h t t p s : / / w w w . f a c e b o o k . c o m /
OssiningBakery/

●サンシャイン・ベー
グル（アーズリー）ソ
ーミル・リバー・ロー
ド沿いのストリップモ
ールの一角にあるベー
グル店だが、ドーナツ
の評判も良い。一番人
気は濃厚なチョコ風味
のチョコレートグレー
ズ。甘いのが苦手な人
はハムとチーズを挟ん
だもっちもちのベーグ
ルを。

●ビースケイクス・ベーカリー（ア
ーモンク）先に紹介したオシニン
グ・ベーカリーの対極とも言えるベ
ーカリーで、チャーミングなクッキ
ーやケーキがカウンターに並ぶ。週
末はひっきりなしに客が訪れ、ピチ
ピチ元気の良い店員がさくさくとさ
ばく。ドーナツは小さめだが甘みし
っかり、一つで大満足。イチゴとホ
イップクリームをたっぷり挟んだク
ロワッサンもおすすめ。
Beascakes Bakery (575 Main St. 
Armonk) 電話：914-273-3612 火〜
土 8:00 〜 17:00 日 9:00 〜 14:00 
月曜定休
http://beascakesbakery.com/

●ダック・ドーナツ（ママロネック）今回紹介する
４軒のうち唯一チェーン展開している店。2007 年、
ノースカロライナのダックに開店したドーナツ屋
が今や 18 州に 90 店舗を展開するまでに成長した。
バニラ風味の揚げドーナツに 21 種類のグレーズと
トッピングをあしらい、そのカラフルなこと。一般
的なドーナツと比較すると高価だが、仕上げの手間
暇を考えると納得。 
Duck Donuts (805 Mamaroneck Ave. Mamaroneck) 
電 話：914-825-9722 火 〜 土 9:00 〜 18:00、 日
9:00 〜 15:00、 月 11:00 〜 15:00  https://www.
duckdonuts.com/

Sunshine Bagels (717 Saw Mill River Rd. Ardsley) 
電話：914-674-6417 月〜土 5:30 〜 16:00、日 6:00 〜 15:00
https://www.sunshinebagelshartsdale.com/

　

ハ
リ
ソ
ン
駅
前
の
す
し
店
、

は
じ
め
︵
ハ
ル
ス
テ
ッ
ド
街

２
６
７
番
地
︶
が
、
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
か
ら
１
年
を
経
て
３
月
22

日
か
ら
待
望
の
イ
ン
ド
ア
ダ
イ

ニ
ン
グ
を
始
め
た
。
現
在
６
テ

ー
ブ
ル
の
み
の
営
業
だ
が
、
定

休
日
の
月
曜
以
外
週
６
日
営
業

と
な
っ
て
い
る
。

　

ラ
ン
チ
は
火
曜
か
ら
土
曜
ま

で
の
正
午
か
ら
午
後
２
時
30

分
、
デ
ィ
ナ
ー
は
午
後
５
時
30

分
か
ら
９
時
ま
で
。
日
曜
は
デ

ィ
ナ
ー
の
み
。
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
は
引
き
続
き
行
っ
て
い
る
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
特
製
ち
ら

し
︵
15
ド
ル
20
セ
ン
ト
︶、
す

し
ラ
ン
チ
︵
13
ド
ル
20
セ
ン

ト
︶
が
人
気
だ
。
予
約
は
電
話

９
１
４
・
７
７
７
・
１
５
４
３
。

ハ
リ
ソ
ン
の
鮨
処
﹁
は
じ
め
﹂

店
内
営
業
を
再
開

http://www.nynjtc.org/hike/rockwood-hall-sleepy-hollow
http://www.irvingtonny.gov/90/Scenic-Hudson-Park
http://www.traillink.com/trail/north-county-trailway/
http://www.friendsofreadwildlifesanctuary.org/visit/
https://parks.westchestergov.com/glen-island-park
http://beascakesbakery.com/
https://www.sunshinebagelshartsdale.com/
https://www.duckdonuts.com
https://www.facebook.com/OssiningBakery/
http://www.kodomony.org
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://on-timelimo.com/
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
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 BOOKS
　

﹃
妊
娠
カ
レ
ン
ダ
ー
﹄
を
読

ん
だ
時
の
衝
撃
は
忘
れ
ら
な

い
。
雑
誌
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
﹄

に
英
訳
が
掲
載
さ
れ
る
ニ
ュ
ー

ス
を
読
ん
で
、
英
訳
さ
れ
る
く

ら
い
面
白
い
の
だ
ろ
う
と
興
味

が
湧
い
た
。
タ
イ
ト
ル
か
ら
く

る
印
象
と
は
全
く
違
う
想
像
も

し
て
い
な
か
っ
た
衝
撃
の
内
容

だ
っ
た
。
以
来
、﹁
小
川
洋
子
﹂

は
私
の
心
の
図
書
館
で
は
特
別

書
架
に
置
く
作
家
に
な
っ
た
。

ち
な
み
に
い
つ
英
訳
さ
れ
た
の

か
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
検
索

す
る
と
２
０
０
５
年
だ
っ
た
。

　

今
回
出
版
さ
れ
た
単
行
本
は

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
な
く
、
筆
者

が
６
つ
の
工
場
を
見
学
し
た
エ

ッ
セ
イ
で
あ
る
。

　

通
常
、
工
場
見
学
が
テ
ー
マ

の
本
と
い
え
ば
写
真
満
載
で
視

覚
に
よ
っ
て
理
解
す
る
仕
様
に

な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
は

作
家
小
川
洋
子
で
あ
る
。
写
真

も
イ
ラ
ス
ト
も
一
切
な
し
で
彼

女
の
言
葉
の
み
で
綴
ら
れ
て
い

る
。

　

目
次
を
紹
介
す
る
と
、﹁
細
穴

の
奥
は
深
い
︵
エ
ス
ト
ロ
ラ
ボ

︿
細
穴
屋
﹀︶﹂、﹁
お
菓
子
と
秘

密
。
そ
の
魅
惑
的
な
世
界
︵
グ

リ
コ
ピ
ア
神
戸
︶﹂、﹁
丘
の
上

で
ボ
ー
ト
を
作
る
︵
桑
野
造

船
︶
﹂、﹁
手
の
体
温
を
伝
え
る

︵
五
十
畑
工
業
︶﹂、﹁
瞬
間
の
想

像
力
︵
山
口
硝
子
製
作
所
︶﹂、

﹁
身
を
削
り
奉
仕
す
る
︵
北
星

鉛
筆
︶﹂。

　

分
か
る
の
は
神
戸
グ
リ
コ
ピ

ア
の
グ
リ
コ
だ
け
だ
。
他
は
知

ら
な
い
企
業
名
ば
か
り
だ
が
、

船
、
硝
子
、
鉛
筆
と
製
品
が
会

社
名
に
な
っ
て
い
る
の
で
何
を

製
造
し
て
い
る
の
か
は
推
測
で

き
る
。
し
か
し
、
正
直
な
と
こ

ろ
ど
ん
な
製
品
を
作
っ
て
い
る

の
か
見
当
が
つ
か
な
い
。

　

読
後
、
製
品
が
判
明
し
て
、

身
近
に
あ
る
も
の
か
ら
、
存
在

は
知
っ
て
い
る
が
使
う
こ
と
な

い
も
の
、
全
く
未
知
の
世
界
の

も
の
ま
で
が
紹
介
さ
れ
て
い

た
。
グ
リ
コ
ピ
ア
神
戸
で
は
世

界
中
誰
も
好
き
な
あ
の
ポ
ッ
キ

ー
の
工
場
を
見
学
す
る
。
疑
問

す
ら
思
わ
な
か
っ
た
ポ
ッ
キ
ー

の
秘
密
が
担
当
者
に
質
問
す
る

過
程
で
解
明
さ
れ
て
い
く
の
が

謎
解
き
の
よ
う
で
面
白
か
っ

た
。
ま
た
文
学
少
女
の
視
点
で

生
き
生
き
と
し
て
語
ら
れ
、
言

及
さ
れ
る
児
童
小
説
が
私
も
好

き
だ
っ
た
の
で
共
感
で
き
て
ワ

ク
ワ
ク
し
な
が
ら
読
ん
だ
。

　

グ
ル
ー
バ
ル
化
で
日
本
も

工
場
を
賃
金
の
安
い
国
々
へ

と
移
転
し
て
し
ま
い
﹁
も
の

づ
く
り
日
本
﹂、﹁M

A
D

E
 IN

 
JA

PA
N

﹂
は
消
滅
し
て
し

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
危
惧
す

る
海
外
在
住
者
は
私
だ
け
で
は

な
い
は
ず
。
し
か
も
芥
川
賞
作

家
で
世
界
的
に
有
名
な
作
家
が

﹁
そ
こ
に
工
場
が
あ
る
限
り
﹂

と
い
う
消
滅
感
が
漂
う
タ
イ
ト

ル
で
本
を
出
版
す
る
く
ら
い
日

本
の
技
術
は
希
少
価
値
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
不

安
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

昔
の
記
憶
が
よ
み
が
え
っ

た
。
学
生
時
代
、
高
井
戸
に
あ

る
誰
も
が
知
っ
て
い
る
パ
ン
工

場
で
バ
イ
ト
し
た
こ
と
が
あ

る
。
焼
く
前
の
丸
め
ら
れ
た
パ

ン
が
大
量
に
流
れ
て
く
る
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
の
横
で
手
を
使
っ

て
作
業
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

か
っ
た
の
だ
が
、
出
来
な
く
て

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
数
度
止
め

て
し
ま
い
、
簡
単
な
作
業
を
す

る
と
こ
ろ
に
変
え
ら
れ
た
。
経

験
を
積
ん
だ
人
で
な
い
と
出
来

な
い
作
業
だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
１
年
以
上
帰
国
し
て
い
な
い

が
、
日
本
に
帰
る
と
コ
ン
ビ
ニ

や
ス
ー
パ
ー
で
必
ず
見
る
。
ど

の
商
品
も
き
ち
ん
と
し
た
き
れ

い
な
包
装
で
、
パ
ン
の
形
も
選

ぶ
の
に
迷
う
必
要
が
な
く
、
ど

れ
も
同
じ
形
で
１
２
０
円
位
で

購
入
で
き
る
。
高
級
品
で
な
く

て
も
日
常
の
食
品
に
も
知
識
と

技
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
る

の
だ
。﹁
も
の
づ
く
り
﹂
の
原

点
で
あ
る
工
場
は
身
近
に
あ
っ

て
こ
そ
幸
せ
を
も
た
ら
せ
て
く

れ
る
の
だ
と
呼
び
覚
ま
さ
れ
た

一
冊
で
あ
っ
た
。︵
菊
田
幸
乃
︶

 ものづくり日本は廃れていない
小川洋子・著

集英社・刊

■母影（尾崎世界観、新潮社）主人公は小学生の女子。母親
が勤務するマッサージ店に息を潜めてカーテン越しに母親の
仕事を感じ見ている。父親がいないことでクラスメイトの女
子からいじめられて仲間はずれにされている。お客さんは
マッサージ中にいつも変な声を出している。少女の目で語ら
れる母の仕事。芥川賞候補作品。■今こそ読みたいガルブレ
イス（根井雅弘、インターナショナル新書）カナダ出身の制
度派経済学者でハーバード大学名誉教授であったガルブレイ
ス。2006 年に 97 歳で亡くなる。名文家としても名を馳せ
ていて 20 世紀で最も読まれた経済書を数々執筆した。ガル
ブレイス研究の第一人者の著者がコロナ禍の現代にガルブレ
イスが生きていたらと考察する。■在宅ひとり死のススメ（上
野千鶴子、文春新書）高齢者がひとりでいるとかわいそうと
思われていたが、著者の『おひとりさまの老後』がベストセ
ラーになってから社会の認識が一変した。人生 100 年。死ぬ
まで健康でいられるとも限らない。死の自己決定などにも言
及し、在宅でひとりで亡くなることは孤独死ではないことを
解説、準備やアドバイスも書かれている。■敗れざる者たち

（沢木耕太郎、文春文庫）「深夜特急」を前後にして書かれた
6 篇がまとめられ、昭和 51 年 6 月、著者が 28 歳の時に出
版された本書。ヘミングウェイが角ではやを破られた闘牛士
をテーマにした書いた短編『敗れざる者』にインスパイアさ
れ、勝負の世界に何かを賭けて喪った者たちの話。45 年経って再発行されたが、
色褪せることなく蘇る。■累 （々松井玲奈、集英社）ＮＨＫ連続テレビ小説『エー
ル』でヒロインの姉役を演じた女優といえば分かる人も多いだろう。著者はか
つて AKB48 で活躍していたアイドルでもある。本作は 2 冊目になる小説の単
行本で、5 つの短編からなる連作集。最後のストーリーで見せる圧巻の構成力
はアイドルが片手間に小説を書いた内容ではなく作品として高い評価を得てい
る。■「国境なき医師団」を見に行く（いとうせいこう、講談社文庫）全世界
70 数カ国で活動する「国境なき医師団」。男の日傘を傘屋とコラボで作り、そ
のパテントを同団に寄付していたことがきっかけとなり現地で活動する「国境
なき医師団」を訪ねることになった。ハイチ、ギリシャ、フィリピン、ウガン
ダに飛びジャーナリストではなく作家の目でレポートする。

（菊田幸乃） 　　　　　　　　　　　　　書籍協力・紀伊國屋書店 NY 本店

　

少
女
の
視
点
で
語
ら
れ
る
母
の
仕
事
。
70
年
代
日
本
で
人
気
の
経
済
学
者
。
在
宅
ひ

と
り
死
は
孤
独
死
で
は
な
い
。
色
褪
せ
な
い
昭
和
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。
ア
イ

ド
ル
が
書
い
た
と
言
わ
せ
な
い
小
説
。﹁
国
境
な
き
医
師
団
﹂
を
実
際
に
見
て
み
る
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

わ
た
し
、
ペ
ネ
ロ
ペ
。
き
ょ

う
は
イ
ー
ス
タ
ー
。
神
さ
ま
の

お
祝
い
の
ひ
。
家
族
で
一
番
早

起
き
し
て
、
た
ま
ご
の
形
を
し

た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
﹁
イ
ー
ス
タ

ー
エ
ッ
グ
﹂
を
探
し

に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
広
い
ま
き
ば
に
行

く
よ
。
た
く
さ
ん
み

つ
け
ら
れ
る
か
な
？

　

フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ

の
か
わ
い
い
コ
ア
ラ

の
女
の
子
・
ペ
ネ
ロ
ペ
が
主
人

公
の
絵
本
。
色
と
り
ど
り
の
き

れ
い
な
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
に

囲
ま
れ
て
﹁
わ
た
し
、
夢
を
見

て
い
る
の
か
な
﹂
と
つ
ぶ
や
く

ペ
ネ
ロ
ペ
が
愛
ら
し
い
ス
ト
ー

リ
ー
だ
。
ペ
ネ
ロ
ペ
の
絵
本
は

ほ
か
に
も
﹃
ペ
ネ
ロ
ペ
の
新
学

期
﹄
、
﹃
雪
遊
び
﹄
、
﹃
お
姉
さ
ん

に
な
る
﹄
な
ど
多
く
の
シ
リ
ー

ズ
を
発
行
し
て
い
る

ほ
か
、
ア
ニ
メ
化
さ

れ
た
﹃
う
っ
か
り
ペ

ネ
ロ
ペ
﹄
や
、
公
式

ツ
イ
ッ
タ
ー
も
あ
る
。

　

著
者
は
夫
と
２
人

の
娘
と
と
も
に
パ
リ

在
住
の
絵
本
作
家
で
、
夫
と
の

共
作
絵
本
﹁
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー

ル
﹂
シ
リ
ー
ズ
は
世
界
的
な
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
で
、
日
本
で
も
人

気
の
絵
本
シ
リ
ー
ズ
。
︵
高
田
︶

イ
ー
ス
タ
ー
を
お
祝
い
す
る
絵
本

 『ペネロペ　イースターエッグをさがす』
作：アン・グットマン　絵：ゲオルグ・ハレンスレーベン・

　岩崎書店　2011 年

https://usa.kinokuniya.com/
http://www.idocenter.com
https://kj-artist.jp/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

  

﹁
天
か
ら
香
水
を
ま
い
た
か
の

よ
う
に
、
高
貴
な
香
り
が
一
面

に
漂
い
ま
す
。
柑
橘
の
花
が
咲

き
始
め
た
の
で
す
﹂
春
か
ら
初

夏
に
か
け
て
真
っ
白
い
花
が
開

く
頃
、
オ
レ
ン
ジ
畑
は
香
り
の

精
に
包
ま
れ
ま
す
。

　

ビ
タ
ー
オ
レ
ン
ジ
︵
和
名
ダ

イ
ダ
イ
︶
の
花
を
水
蒸
気
蒸
留

し
て
ネ
ロ
リ
油
、
溶
剤
抽
出
し

て
オ
レ
ン
ジ
ブ
ロ
ッ
サ
ム
ア
ブ

ソ
リ
ュ
ー
ト
が
と
れ
ま
す
。
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
開
放
的
、
無
邪

気
で
か
わ
い
ら
し
さ
も
あ
る
フ

ル
ー
テ
ィ
な
甘
さ
の
花
の
香
り

は
、
き
ら
き
ら
と
光
に
舞
う
エ

ン
ジ
ェ
ル
の
よ
う
で
す
。
ビ

タ
ー
オ
レ
ン
ジ
の
花
の
香
り

は
、
心
の
不
安
感
や
自
己
不
信

を
穏
や
か
に
溶
か
し
、
明
る
く

軽
や
か
な
気
持
ち
を
生
み
出
し

ま
す
。
大
変
高
価
な
精
油
で
す

が
、
微
量
で
効
果
を
発
揮
し
、

香
り
の
持
続
性
も
高

く
、
ま
た
他
の
香
り
と

融
合
し
や
す
く
、
同
時

に
香
り
の
質
を
高
め
個

性
的
な
香
り
を
創
り
出

し
ま
す
。
そ
の
た
め
香

料
と
し
て
も
大
変
貴
重

な
香
り
で
す
。
蒸
留
で

と
れ
る
オ
レ
ン
ジ
フ
ラ

ワ
ー
水
も
昔
か
ら
デ
ザ

ー
ト
や
コ
ー
ヒ
ー
、
ハ

ー
ブ
テ
ィ
ー
に
加
え
る

な
ど
、
美
容
や
健
康
に

愛
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

︻
使
い
方
︼
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー

で
拡
散
さ
せ
る
︵
精
油
１
滴
、

あ
る
い
は
度
数
の
高
い
ア
ル
コ

ー
ル
／
ウ
オ
ッ
カ
な
ど
で
精
油

を
30
〜
50
％
に
う
す
め
た
も
の

を
１
〜
２
滴
使
用
︶、
ボ
デ
ィ

オ
イ
ル
と
し
て
１
〜
２
％
に
植

物
油
で
う
す
め
た
も
の
を
使
用

す
る
。

＊
﹁　

﹂
内
は
、﹃
趣
味
の
園

芸 

柑
橘
類
﹄
よ
り
抜
粋

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定
ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ
に
て

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ
ス
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品

や
精
油
の
調
合
を
実
施
す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

51

ネ
ロ
リ

天
使
の
香
り

 絵・古舘みどり

ノ
ー
マ
ル
を
待
ち
わ
び
て

NYストスナ
 オシャレは街角から生まれる 113

APRIL

 ◇氏名：レイン・オサリバン（24 歳）
◇職業：マーケティング・アナ
リスト
◇居住地：マンハッタン
◇着用の服：ブルーのスーツはイ
ナモラータ、ブーツはシャッツ
◇よく利用する店：ザラ、ブルー
ミングデールズ

◇好きなブランド：カミーラ、
クロエ
◇着こなしで気をつけているこ
と：スポ—ティーとシックを混
ぜ合わせる　（ブルーのスーツが
青い目を引き立たてる
◇撮影場所：五番街 42 丁目の
NY 公立図書館前で

  やっとファイザーのコロナウイルス予防ワクチン接種を受けて、暖かいエイ
プリルシャワー上がりのマンハッタンに出た。コロナウイルスで身動きのでき
ない、長くて暗い１年だった。久し振りで５番街を歩いたが、鎧戸を閉めたま
まの店が連なっている。道行く人はマスクをしっかりつけて足早に通り過ぎる
が、それでも女性の明るい色のドレスや桜やアーモンドのつぼみが春を感じさ
せる。ブルーのスーツが女性の青い目を引き立てる。バイデン大統領は５月末
までに全米国民が接種を受けられるだけのワクチンを用意できる見込みだと述
べたが、一刻も早くノーマルになって欲しい。（ワインスタイン今井絹江、写真も)

女子柔道の母

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
︶
に
よ
る
東
京
夏
の
大

会
シ
リ
ー
ズ
イ
ベ
ン
ト 

﹁
光
を

つ
な
ぐ
﹂
が
、４
月
７
日
︵
水
︶

か
ら
８
月
８
日
︵
日
︶
ま
で

開
催
さ
れ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を

テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招

致
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
﹁D

iscover 

T
om

orrow

〜
未
来
︵
あ
し

た
︶
を
つ
か
も
う
〜
﹂
に
併
せ
、

過
去
か
ら
現
在
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
に
焦
点
を
当
て
、
レ
ク

チ
ャ
ー
や
フ
ィ
ル
ム
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
向
け
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
行

わ
れ
る
。
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
リ

ス
ト
は
２
０
２
１
年
5
月
に
発

表
予
定
。

　

４
月
７
日
︵
水
︶
午
後
６
時

30
分
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
第
１
弾

は
、
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
﹁
女

子
柔
道
の
闘
い

：

ラ
ス
テ
ィ
・

カ
ノ
コ
ギ
の
物
語
﹂
を
開
催
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
育
ち
、
日
本

の
柔
道
の
総
本
家
で
あ
る
講
道

館
で
稽
古
を
積
み
、﹁
女
子
柔

道
の
母
﹂
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
リ
ー
ナ
・“

ラ
ス
テ
ィ”

・
カ

ノ
コ
ギ︵
旧
姓
グ
リ
ッ
ク
マ
ン
︶

氏
の
娘
の
ジ
ー
ン
・
カ
ノ
コ
ギ

博
士
が
、
母
親
の
人
生
に
つ
い

て
語
り
、
女
子
柔
道
が
ど
の
よ

う
に
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

に
な
っ
た
の
か
を
話
す
。
質
疑

応
答
も
行
わ
れ
る
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
japansociety.org

を

参

照

す
る
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

﹁
ラ
ス
テ
ィ
・
カ
ノ
コ
ギ
物
語
﹂

楽しい
 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.japansociety.org
http://www.yamagatadental.com
https://www.licensepower.net/
tel:2014031647
https://www.skindeepnyc.com/
http://bcnetwork.org/


2021 年（令和 3 年）4 月 3 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(12  )
　

日
本
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

楚
々
と
し
て
進
行
し
て
い
ま
す

が
遅
い
で
す
。
２
０
２
０
年
の

１
年
延
期
の
﹁
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
﹂
は

開
催
に
向
け
国
内
の
聖
火
リ
レ

ー
ラ
ン
ナ
ー
も
ス
タ
ー
ト
で

す
。
盛
り
上
が
り
は
な
い
で
す

ね
。
こ
こ
１
年
間
は
日
本
で
も

コ
ロ
ナ
自
粛
で
疲
れ
果
て
て
ま

す
。
３
年
間
も
続
い
た
こ
の
執

筆
シ
リ
ー
ズ
も
さ
す
が
に
人
生

の
風
も
吹
き
ま
せ
ん
。
今
は
書

く
事
が
な
く
編
集
部
に
も
ご
迷

惑
で
す
。
元
々
は
こ
の
執
筆
シ

リ
ー
ズ
の
タ
イ
ト
ル
は
﹃
梶
木

敏
巳
の
新
し
い
風
を
吹
か
せ

て
﹄
だ
っ
た
の
で
や
は
り
人

生
は
高
杉
晋
作
の
句
の
よ
う

に
﹃
面
白
き
こ
と
も
無
き
こ
の

世
を
面
白
く
…
﹄
と
自
分
で
死

ぬ
ま
で
人
生
に
自
分
で
も
新
し

い
風
を
吹
か
せ
る
し
か
な
い
で

す
。
や
は
り
新
聞
社
の
方
は
深

層
の
読
み
が
違
い
ま
す
。
そ
う

な
る
と
過
去
の
延
長
に
コ
レ
か

ら
の
人
生
が
あ
り
ま
す
。
社
会

に
貢
献
し
経
済
的
に
も
成
功
し

何
が
自
分
の
人
生
の
使
命
で
夢

中
な
れ
る
の
か
？
地
方
で
の
子

供
の
頃
か
ら
40
歳
ま
で
は
乱
気

流
で
す
。
そ
こ
か
ら
20
年
が
自

分
の
進
む
べ
き
道
に
風
が
吹
い

て
東
京
銀
座
か
ら
パ
リ
、
ハ
ワ

イ
、
上
海
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ

と
進
ん
で
来
ま
す
。
全
部
の
資

金
を
社
会
貢
献
無
料
招
待
イ
ベ

ン
ト
に
費
や
し
ま
す
。
３
人
の

子
供
は
社
会
人
に
な
り
78
歳
か

ら
母
を
九
州
か
ら
呼
び
寄
せ
1

 
梶
木
敏
巳
の
人
生

風
の
ま
ま
に

37

出
口
の
な
い
ト
ン
ネ
ル
は
な
い

人
暮
ら
し
で
し
た
が
92
歳
で
往

生
で
す
。
ま
だ
経
済
的
に
欲
も

有
る
も
今
迄
の
代
表
の
組
織
も

創
業
者
と
し
て
ほ
ぼ
引
退
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
何
か
を
新

し
く
為
す
情
熱
は
衰
え
ま
せ

ん
。
92
歳
の
人
間
国
宝
有
田
焼

陶
芸
家
の
井
上
萬
ニ
さ
ん
と
は

私
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
御
同

行
の
機
会
を
逸
し
ま
し
た
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
販
売
に
も
っ

と
激
し
い
情
熱
を
お
持
ち
の
よ

う
で
す
。素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
平
和
の
鐘

を
守
る
会
会
長
の
高
瀬
聖
子
さ

ん
も
平
和
の
鐘
の
寄
贈
者
の
お

父
様
の
意
志
を
継
ぎ
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
と
の
行
き
来
で
使
命
を
果

た
さ
れ
て
ま
す
。
日
本
か
ら
行

き
き
し
な
が
ら
で
自
己
の
使
命

を
達
成
せ
ん
と
さ
れ
て
い
る

方
々
の
精
神
に
感
服
し
ま
す
。

そ
れ
も
コ
ロ
ナ
が
断
ち
切
っ
て

る
の
が
残
念
で
す
。
私
は
以
前

に
日
本
の
舞
台
の
ス
ポ
ン
サ
ー

を
し
て
知
り
合
っ
た
舞
台
女
優

の
鈴
木
蘭
々
さ
ん
と
の
お
話
し

中
に
﹁
仕
事
は
愛
だ
よ
ね
﹂
と

仰
っ
た
事
を
最
近
に
思
い
出
し

ま
す
。
本
当
に
家
族
愛
の
強
い

方
だ
な
ぁ
と
感
心
し
ま
す
。
ポ

ン
キ
ッ
キ
で
子
供
の
ア
イ
ド
ル

で
全
国
的
に
人
気
爆
発
。
そ
の

後
は
素
晴
ら
し
い
舞
台
女
優
さ

ん
と
し
て
活
躍
で
す
。
や
は
り

色
ん
な
分
野
で
一
度
で
も
ブ
ー

ム
を
起
こ
し
ト
ッ
プ
に
届
い
た

方
の
純
粋
な
精
神
性
が
素
晴
ら

し
い
し
言
葉
は
胸
に
届
き
ま

す
。
私
は
３
人
の
子
供
達
も
社

会
人
に
成
長
し
母
親
も
見
送
り

１
人
で
自
粛
生
活
で
す
。
１
年

に
も
な
る
と
何
だ
か
昔
の
溢
れ

て
来
る
情
熱
が
足
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
に
最
近
Ｂ
Ｓ
の
テ

レ
ビ
を
見
て
い
る
と
千
日
回
峰

の
住
職
の
塩
沼
亮
潤
氏
が
﹁
ヒ

ト
は
い
つ
あ
の
世
に
行
っ
て
も

い
い
よ
う
に
人
生
を
芸
術
的
に

生
き
る
﹂﹁
人
は
歳
を
取
っ
て

く
る
と
体
力
が
衰
え
そ
の
経
験

や
ス
キ
ル
に
逃
げ
る
が
そ
う
で

は
な
く
人
生
最
後
の
ひ
と
呼
吸

ま
で
熱
量
を
持
っ
て
生
き
る
事

が
大
切
﹂
と
普
通
の
自
然
な
言

葉
を
聞
き
ま
し
た
。
私
は
す
ぐ

に
そ
の
言
葉
を
メ
モ
し
ま
す
。

何
と
心
に
響
く
素
晴
ら
し
い
教

え
で
し
ょ
う
。
私
は
こ
の
言
葉

を
す
ぐ
に
こ
れ
か
ら
の
人
生
で

座
右
の
銘
に
刻
も
う
と
思
い
ま

す
。
名
言
と
の
出
会
い
は
心
に

響
き
ま
す
。
人
生
の
後
半
も
変

わ
ら
ず
に
苦
し
い
け
ど
そ
の
分

感
動
は
大
き
く
て
素
晴
ら
し
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
は

１
０
０
歳
時
代
に
突
入
しiPS

再
生
医
療
の
進
歩
や
ド
ロ
ー
ン

の
車
や
自
動
運
転
の
生
活
が
始

ま
り
ヒ
ト
は
未
知
の
ゾ
ー
ン
に

進
み
ま
す
。
し
か
し
そ
の
精
神

や
感
情
は
５
０
０
年
前
で
も
今

で
も
そ
う
さ
し
て
変
わ
ら
な
い

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
所
詮
個

人
活
動
で
自
己
満
足
の
社
会
貢

献
と
経
済
活
動
の
両
立
を
願
っ

た
人
生
で
す
。
残
る
人
生
を
芸

術
的
に
懸
命
に
生
き
る
し
か
有

り
ま
せ
ん
。
来
年
は
希
望
に
満

ち
て
る
と
未
来
を
信
じ
ま
す
。

出
口
の
な
い
ト
ン
ネ
ル
は
あ
り

ま
せ
ん
よ
ね
。

 ︵
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
︶

　

深
刻
な
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
が

止
ま
ら
な
い
。
暴
行
行
為
を
す

る
人
の
み
な
ら
ず
、
事
件
場
面

に
居
合
わ
せ
な
が
ら
も
何
も
し

な
い
人
た
ち
が
多
い
こ
と
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

3
月
29
日
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
西

43
丁
目
３
６
０
番
地
で
65
歳
の

ア
ジ
ア
系
の
女
性
が
男
に
蹴
る

な
ど
の
暴
行
を
繰
り
返
さ
れ
て

地
面
に
倒
さ
れ
る
事
件
が
あ
っ

た
。
当
時
、
現
場
前
の
ビ
ル
に

ド
ア
マ
ン
2
人
が
勤
務
し
て
い

た
が
、
暴
行
を
阻
止
す
る
こ
と

や
９
１
１
に
連
絡
す
る
な
ど
の

行
動
を
起
こ
さ
ず
、
さ
ら
に
は

迷
惑
が
被
ら
な
い
よ
う
に
、
犯

人
が
立
ち
去
っ
た
直
後
ド
ア
を

閉
め
た
。
そ
の
時
被
害
者
の
女

性
は
ま
だ
歩
道
に
倒
れ
た
ま
ま

だ
っ
た
が
、
駆
け
寄
っ
て
助
け

起
こ
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
長
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、
被
害

に
遭
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た

ら
傍
観
し
な
い
で
警
察
に
通
報

し
た
り
し
て
助
け
る
よ
う
市
民

に
呼
び
掛
け
た
。
30
日
午
後
４

時
半
に
は
事
件
が
あ
っ
た
ビ
ル

の
前
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
区
長
が

記
者
会
見
し
、
市
内
ア
ジ
ア
系

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
団
体
の
メ
ン

バ
ー
た
ち
が
差
別
に
対
す
る
抗

議
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
日
系
の

ス
キ
・
ポ
ー
ツ
さ
ん
が
﹁
ア
ジ

ア
系
社
会
へ
の
無
関
心
、
無
視

が
差
別
の
元
凶
だ
﹂と
訴
え
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
は
犯
人
の

写
真
を
公
開
し
て
捜
査
し
、
事

件
翌
日
の
30
日
深
夜
、
西
40
丁

目
の
ホ
ー
ム
レ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー

に
住
む
無
職
ブ
ラ
ン
ド
ン
・
エ

リ
オ
ッ
ト
︵
38
︶
を
襲
撃
罪
及

び
増
悪
犯
罪
容
疑
で
逮
捕
し

た
。
エ
リ
オ
ッ
ト
容
疑
者
は

２
０
０
２
年
に
ブ
ロ
ン
ク
ス
で

実
母
殺
害
の
前
科
が
あ
り
、
17

年
間
刑
務
所
に
服
役
し
た
あ
と

２
０
１
９
年
11
月
に
仮
釈
放
さ

れ
て
い
た
。
被
害
者
の
女
性
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
移
民
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

アジア系差別続く
マンハッタン区長が事件現場で記者会見

見
て
見
ぬ
ふ
り

日
系
の
ス
キ
・
ポ
ー
ツ
さ
ん
怒
り

防
犯
カ
メ
ラ
が
捉
え
た
犯
行
映
像

事
件
現
場
で
ア
ジ
ア
系
差
別
に
抗
議
す
る
ポ
ー
ツ
さ
ん
︵
３
月
30
日
、
写
真
・
三
浦
良
一
︶

https://www.samuraimama.com/
tel:2019438003
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://ariyoshiny.com
tel:2122136069
tel:2122136069
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３
月
20
日
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
︵
児

玉
亮
一
校
長
︶
が
学
期
最
終
日

を
迎
え
た
。
こ
の
日
、
ア
ダ
ル

ト
コ
ー
ス
は
オ
ン
ラ
イ
ン
発
表

会
を
開
催
し
、
学
生
一
人
一
人

が
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
表

現
や
文
法
を
使
っ
た
発
表
を
披

露
し
た
。
発
表
会
に
は
、
13
時

間
時
差
が
あ
る
日
本
か
ら
３
人

の
ゲ
ス
ト
リ
ス
ナ
ー
を
迎
え
、

学
生
達
に
と
っ
て
は
、
画
面
上

と
は
い
え
、
教
員
以
外
の
日
本

在
住
の
日
本
人
と
触
れ
合
う
貴

重
な
機
会
と
も
な
っ
た
。

　

日
本
昔
話
、旅
行
の
思
い
出
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
趣
味
の
披

露
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な

題
材
で
、
終
始
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

や
リ
ス
ナ
ー
を
飽
き
さ
せ
な
い

素
晴
ら
し
い
内
容
だ
っ
た
。
日

本
の
ゲ
ス
ト
リ
ス
ナ
ー
か
ら
発

表
一
つ
一
つ
に
丁
寧
な
ア
ド
バ

イ
ス
や
感
想
を
受
け
、
日
本
語

で
の
率
直
な
質
問
も
あ
り
、
質

問
さ
れ
た
学
生
は
ド
キ
ッ
と
し

て
い
た
が
、
大
変
よ
い
勉
強
と

な
っ
た
。
同
校
で
は
﹁
来
学
期

も
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

と
な
る
が
、
さ
ら
に
活
動
の
幅

を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、
学
生
達

と
共
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
可

能
性
を
見
出
し
て
い
き
た
い
﹂

と
話
し
て
い
る
。

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
郊
外
で

子
ど
も
た
ち
の
日
本
語
教
育
を

行
っ
て
い
る
ノ
ー
ス
ペ
ン
日
本

語
学
園
︵
Ｐ
Ａ
州
ノ
ー
ス
ウ
ェ

技
か
る
た
を
堪
能
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
競
技
か
る
た

が
始
ま
る
と
、
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
は
真
剣
な
眼
差
し
で
か

る
た
と
向
き
合
い
、
一
人
ひ
と

り
の
息
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

な
緊
迫
し
た
空
気
が
漂
っ
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は

﹁
百
人
一
首
に
つ
い
て
知
り
た

く
な
っ
た
﹂﹁
次
は
も
っ
と
取

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
﹂
と
い

う
声
が
あ
り
、
新
た
な
こ
と
に

挑
戦
す
る
気
持
ち
が
高
ま
る
機

会
と
な
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
対
面
と
変
わ
ら
な
い
一
体
感

が
味
わ
え
、
体
験
を
通
じ
て
仲

間
と
学
ぶ
楽
し
さ
を
共
感
す
る

時
間
と
な
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長
︶
は
、
３
月
12
日
に
小
学

部
卒
業
式
、
19
日
に
幼
児
部

卒
園
式
を
行
っ
た
。
会
場
に

は
、
小
学
部
の
卒
業
式
は
在
校

生
が
描
い
た
卒
業
生
の
似
顔
絵

が
壁
い
っ
ぱ
い
に
飾
ら
れ
、
幼

児
部
で
は
等
身
大
の
自
画
像

が
飾
ら
れ
た
。
両
日
と
も
に
、

C
O

V
ID

-19

感
染
予
防
対
策

の
も
と
、
卒
園
卒
業
生
と
保
護

者
、
教
職
員
が
対
面
で
の
出
席

に
て
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

小
学
部
は
、
卒
業
に
際
し
岡

本
徹
学
園
長
か
ら
﹁
今
年
１
年

大
変
な
中
、
一
生
懸
命
に
勉
強

に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
自

信
と
し
て
、
世
界
の
ど
こ
に
い

て
も
、
こ
の
学
園
で
学
び
、
体

験
し
た
こ
と
を
生
か
し
、
国
際

人
と
し
て
人
間
と
し
て
大
き
く

成
長
し
て
い
っ
て
欲
し
い
﹂
と

い
う
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。ま
た
、

来
賓
と
し
て
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
国
総
領
事
館
よ
り
大
橋
建

男
領
事
部
長
が
ビ
デ
オ
で
祝
辞

を
述
べ
、
同
学
園
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ラ

ピ
ス
ト
の
カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
久
子

氏
は
、
は
な
む
け
の
言
葉
と
し

て
、
子
ど
も
達
の
心
に
響
く
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。

　

式
に
は
在
校
生
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
出
席
し
、
卒
業
生
へ
の
贈

る
言
葉
と
贈
る
歌
は
ビ
デ
オ
に

て
会
場
に
流
さ
れ
た
。
そ
の
言

葉
一
つ
一
つ
や
歌
か
ら
は
、
卒

業
生
に
対
す
る
想
い
の
深
さ
が

う
か
が
え
た
。
ま
た
そ
れ
を
受

け
止
め
る
卒
業
生
と
保
護
者
、

教
職
員
の
目
に
も
涙
が
光
っ
て

い
た
。
式
の
最
後
は
卒
業
生
に

よ
る
﹁
旅
立
ち
の
言
葉
﹂。
学

園
生
活
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

出
や
保
護
者
、
教
職
員
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
力
強
く
述
べ
、

歌
と
共
に
５
人
の
小
学
部
卒
業

生
、
19
人
の
幼
児
部
卒
園
生
が

旅
立
っ
た
。

　

３
月
16
日
に
は
育
英
ア
フ
タ

ー
ス
ク
ー
ル
、
20
日
に
は
育
英

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
の
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
、マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
各
校
の
卒

園
・
卒
業
式
、
21
日
に
は
育
英

サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
の
卒
園
・

卒
業
式
が
行
わ
れ
た
。
同
学
園

全
日
制
小
学
部
は
、
４
月
よ
り

全
学
年
終
日
対
面
授
業
を
再

開
。
幼
児
部
に
お
い
て
も
、
段

階
的
に
終
日
対
面
保
育
の
再
開

に
向
け
準
備
が
進
め
ら
れ
る
。

元
気
に
旅
立
ち

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園 

卒
園
・
卒
業
式

フィラデルフィア補習校アダルトコース

オンライン発表会

ー
ル
ズ
︶
は
、
3
月
13
日
に
第

３
回
つ
な
が
る
シ
リ
ー
ズ
﹁
教

え
て
先
輩
﹂
を
行
い
、
競
技
か

る
た
の
醍
醐
味
を
味
わ
っ
た
。

競
技
か
る
た
と
は
、
小
倉
百
人

一
首
を
用
い
て
、
一
般
社
団
法

人
全
日
本
か
る
た
協
会
が
定
め

た
規
則
に
則
っ
て
行
う
競
技

で
、
一
種
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

多
く
の
人
々
が
取
り
組
ん
で
い

る
。
滋
賀
県
で
英
語
を
教
え
て

い
た
際
、
そ
の
大
会
に
出
場
し

た
こ
と
が
あ
る
ベ
ッ
ツ
ィ
・
ロ

ッ
ク
さ
ん
＝
写
真
＝
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、
ル
ー
ル
だ
け
で
な
く

百
人
一
首
の
楽
し
み
方
も
教
わ

り
、
実
際
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
競

競
技
か
る
た
の
魅
力

ロ
ッ
ク
さ
ん
ゲ
ス
ト
に

ノースペン日本語学園

楽しい
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パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
に
ア
ジ
ア

系
の
人
へ
の
差
別
や
憎
悪
犯
罪

が
急
増
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
先
月
に
は
ア
ジ
ア
系
ス

パ
を
狙
っ
た
連
続
銃
撃
事
件
が

発
生
し
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
も

こ
の
報
道
で
溢
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
中
、
我
わ
れ
日
本
人
も

﹁
自
分
や
家
族
が
被
害
に
あ
う

の
で
は
﹂
と
不
安
を
感
じ
て
も

不
思
議
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供

達
も
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
触
れ

不
安
を
抱
え
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
子
供
の
様
子
に
注
意

し
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
ス
ト
レ
ス
反
応

に
は
感
情
の
変
化
︵
不
安
、
怒

り
、
落
ち
込
み
な
ど
︶
、
行
動

の
変
化
︵
集
中
力
や
学
業
な
ど

の
生
産
性
の
低
下
、
お
ね
し
ょ

の
再
発
な
ど
の
退
行
他
︶
、
身
体

不
調
や
不
眠
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
子
供
と
話
す
時
間
を
作

り
、
彼
ら
が
ど
ん
な
情
報
に
触

れ
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ
て
い
る

か
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

﹁
自
分
や
家
族
も
殺
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
﹂
と
恐
れ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
供
の

話
を
じ
っ
く
り
聞
き
、﹁
そ
う
、

怖
い
ね
﹂
な
ど
と
気
持
ち
に
共

感
し
受
け
止
め
ま
し
ょ
う
。
但

し
無
理
に
話
さ
せ
る
の
は
避
け

ま
し
ょ
う
。
幼
い
子
は
通
常
絵

や
人
形
な
ど
を
使
っ
て
感
情
を

表
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
表
現

に
も
目
を
向
け
て
あ
げ
て
下
さ

い
。

　

な
る
べ
く
安
心
で
き
る
よ

う
、
親
は
全
力
で
子
ど
も
を
守

っ
て
い
る
こ
と
を
言
葉
や
行
動

で
伝
え
ま
し
ょ
う
。
学
校
で
も

ア
ジ
ア
系
生
徒
の
安
全
を
守
る

た
め
力
を
尽
く
し
て
い
る
こ
と

を
伝
え
ま
す
。
万
が
一
子
供
自

身
が
嫌
が
ら
せ
を
受
け
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
親
が
専
門
家
で
あ

る
ス
ク
ー
ル
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト

に
直
接
相
談
で
き
ま
す
。
子
供

の
様
子
で
心
配
な
こ
と
が
あ
れ

ば
早
め
に
相
談
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
家
庭
や
学
校

以
外
に
も
、
警
察
他
政
府
の
機

関
、ア
ジ
ア
系
人
権
擁
護
団
体
、

ま
た
数
多
く
の
一
般
人
が
ア
ジ

ア
系
の
安
全
や
権
利
を
守
る
た

め
尽
力
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と

も
伝
え
ま
し
ょ
う
。

子
供
の
質
問
や
興
味
に
従
い
、

事
実
に
基
づ
い
た
情
報
を
、
発

達
段
階
に
沿
っ
て
伝
え
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
渦
が
長

く
続
き
、
強
い
ス
ト
レ
ス
か
ら

怒
り
が
募
り
、
そ
の
矛
先
を
ア

ジ
ア
系
に
向
け
て
し
ま
う
人
が

い
る
こ
と
、
心
が
病
ん
で
罪
の

な
い
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
人

が
い
る
こ
と
も
、
必
要
最
小
限

に
伝
え
る
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
に
、
親

の
価
値
観
に
沿
い
、
人
の
命
や

尊
厳
ど
の
人
種
・
民
族
に
属
す

か
に
関
わ
ら
ず
、
あ
る
い
は
ど

の
性
別
、
宗
教
、
性
的
指
向
で

あ
る
か
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
同

じ
よ
う
に
大
切
な
こ
と
を
伝
え

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら

の
特
徴
が
あ
る
た
め
に
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
や
暴
力
で
攻
撃
す
る
こ

と
は
間
違
っ
て
い
る
こ
と
、
法

律
に
反
す
る
こ
と
、
絶
対
に
い

け
な
い
こ
と
を
伝
え
て
あ
げ
て

下
さ
い
。

　

同
時
に
子
供
に
ど
ん
な
感
情

や
反
応
が
あ
っ
て
も
自
然
な
こ

と
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。
過
度
な

怒
り
や
復
讐
心
な
ど
を
露
わ
に

し
て
い
る
場
合
は
、
一
旦
は
気

持
ち
を
受
け
と
め
共
感
し
た
上

で
、
暴
力
は
何
の
解
決
に
も
な

ら
な
い
こ
と
を
説
明
し
、
子
供

の
感
情
を
よ
り
適
切
な
形
で
表

せ
る
よ
う
導
い
て
あ
げ
て
下
さ

い
。 

子
供
が
望
め
ば
ロ
ー
カ

ル
な
政
治
家
に
自
分
の
願
う
こ

と
を
手
紙
で
送
る
、
人
権
擁
護

団
体
へ
の
寄
付
を
募
る
な
ど
し

て
自
分
の
思
い
を
行
動
化
す
る

こ
と
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
感
や
自

己
効
力
感
が
得
ら
れ
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア

報
道
に
は
な
る
べ
く
晒
さ
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
で

き
る
だ
け
普
段
の
生
活
の
リ
ズ

ム
や
ル
ー
テ
ィ
ン
を
保
つ
こ
と

は
安
心
感
に
つ
な
が
り
ま
す
。

し
か
し
必
要
に
応
じ
一
時
的
に

期
待
度
を
下
げ
る
︵
勉
強
量
な

ど
の
調
節
︶
の
も
大
切
で
す
。

家
族
一
緒
の
時
間
を
増
や
し
、

自
然
の
中
を
散
歩
、
公
園
で
ピ

ク
ニ
ッ
ク
な
ど
楽
し
い
時
間
を

持
つ
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

子
供
が
聞
き
た
い
こ
と
が
あ

れ
ば
い
つ
で
も
そ
う
し
て
よ
い

こ
と
を
伝
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
こ
ん
な
複
雑
な

問
題
に
つ
い
て
親
が
す
ぐ
に
答

え
ら
れ
な
く
て
も
自
然
で
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
わ
か
ら
な

い
と
伝
え
後
で
答
え
た
り
、
大

き
い
子
に
は
一
緒
に
考
え
る
の

も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
親
が
子

供
と
向
き
合
え
る
よ
う
、
思
い

を
共
有
す
る
の
も
よ
い
と
思
い

ま
す
。
子
供
は
非
常
時
に
、
親

を
見
て
ど
う
反
応
す
べ
き
か
、

ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
を

学
び
ま
す
。
親
自
身
が
で
き
る

だ
け
心
落
ち
着
い
て
い
ら
れ
る

よ
う
、
親
の
セ
ル
フ
ケ
ア
に
も

お
気
を
つ
け
下
さ
い
。
ス
ト
レ

ス
反
応
か
ら
登
校
や
学
業
、
交

友
面
な
ど
生
活
の
大
事
な
側
面

で
支
障
や
体
調
不
良
が
起
こ
っ

て
い
る
場
合
は
、
早
め
に
専
門

家
に
ご
相
談
下
さ
い
。
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米
国
移
民
局
︵
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ

Ｓ
︶
は
、
新
規 H

-1B

ビ
ザ 

申
請
の
抽
選
プ
ロ
セ
ス
に
お
け

る
規
制
改
正
及
び
新
規
ル
ー

ル
の
有
効
期
限
を
２
０
２
１

年
12
月
31
日
ま
で
延
ば
す
と

発
表
致
し
ま
し
た
。
当
新
規

ル
ー
ル
は
、
新
規H

-1B

ビ

ザ
枠
に
対
し
、
米
国
労
働
省

︵D
epartm

en
t of L

abor: 

通
称D

O
L

︶
に
よ
る
職
業

雇
用
統
計
︵O

ccupational 
E

m
ploy

m
ent Statistics

、 

通
称:O

E
S

︶
が
定
め
る
一
般

賃

金
︵Prevailing W

age

︶

に
基
づ
き
、
4
つ
の
特
定
の
地

域
に
お
け
る
特
定
の
職
業
賃
金

レ
ベ
ル
の
う
ち
、
高
い
レ
ベ
ル

か
ら
順
に
正
式
に
選
択
す
る
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
当
新
規
ル
ー
ル
の
有
効
期

限
が
延
長
さ
れ
た
事
に
よ
り
、

21
年
12
月
31
日
ま
で
は
、
米
国

移
民
局
は
新
規H

-1B

ビ
ザ
抽

選
の
当
選
者
を
無
作
為
に
抽
選

す
る
こ
れ
ま
で
の
方
法
で
抽
選

が
行
わ
れ
る
事
を
意
味
し
ま
す

︵
年
間
上
限
数
以
上
の
登
録
応

募
が
あ
っ
た
場
合
︶。

　

ま
た
、
米
国
移
民
局
は
、
21

年
２
月
５
日
に
22
年
度
の
新
規

H
-1B

ビ
ザ
申
請
に
基
づ
く
応

募
登
録
を
、
21
年
３
月
９
日
正

午
︵
東
部
時
間
︶
か
ら
21
年
３

月
25
日
正
午
︵
東
部
時
間
︶
ま

で
受
け
付
け
る
と
発
表
致
し
ま

し
た
。
尚
、
新
規H

-1B

ビ
ザ

申
請
の
応
募
登
録
に
当
た
っ

て
、雇
用
主
︵
ま
た
は
代
理
人
︶

は
雇
用
先
と
新
規H

-1B

ビ
ザ

申
請
者
で
あ
る
従
業
員
の
情
報

を
登
録
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

新
規H

-1B

ビ
ザ
申
請
に
お

け
る
雇
用
主︵
ま
た
は
代
理
人
︶

はm
yU

SC
IS

ア
カ
ウ
ン
ト

を
通
し
て
登
録
に
関
す
る
情
報

を
記
入
し
た
上
で
、
登
録
費
用

に
か
か
る
10
ド
ル 

を
支
払
い
、

オ
ン
ラ
イ
ン
提
出
す
る
こ
と
で

新
規H

-1B

登
録
が
完
了
致
し

ま
す
。
尚
、
雇
用
主
は
同
時
に

複
数
の
新
規H

-1B

ビ
ザ
申
請

者
︵
受
益
者
︶
を
登
録
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
尚
、
登
録
が

完
了
す
れ
ば
、
確
認
番
号
が
発

行
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
雇
用
主

に
送
付
さ
れ
て
き
ま
す
。

　

米
国
移
民
局
は
、
も
し
登

録
者
数
がH

-1B

の
年
間
上
限

枠
数
を
超
え
た
場
合
、
当
選
者

を
無
作
為
に
抽
選
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
雇
用
主
に
当
選
発
表
を

m
yU

SC
IS

ア
カ
ウ
ン
ト
を
通

し
て
通
知
し
ま
す
。

　

尚
、
雇
用
主
に
よ
る
新
規

H
-1B

ビ
ザ
申
請
は
、H

-1B

ビ
ザ
抽
選
で
当
選
さ
れ
た
申
請

者
の
み
に
対
し
て
行
う
こ
と
が

可
能
で
す
。

　

新
規H

-1B

登
録
に
関
す
る

詳
し
い
登
録
方
法
に
つ
い
て
、

米
国
移
民
局
は
詳
細
を
す
で
に

発
表
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
参
考
に
さ
れ
て
も
良
い
と

思
い
ま
す
。
弊
社
で
は
引
き
続

き
、
皆
様
に
こ
の
ト
ピ
ッ
ク
に

関
す
る
最
新
情
報
を
随
時
報
告

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

＊
本
記
事
は
２
月
時
点
に
発
表

さ
れ
た
内
容
で
、
こ
の
記
事
が

皆
様
に
読
ま
れ
て
い
る
頃
に
は

異
な
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
可

能
性
も
ご
ざ
い
ま
す
こ
と
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

︵
デ
ビ
ッ
ド
．
シ
ン
デ
ル
／
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
︶

米
国
移
民
局
に
よ
る
２
０
２
２
年
度
の
新
規

Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
申
請
抽
選
登
録
期
間
に
つ
い
て

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
人

会
︵
船
木
真
理
会
長
︶
は
、
2

月
14
日
に
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大

学
医
学
部
の
上
林
拓
准
教
授
を

講
師
に
招
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
﹁
免
疫
学
第
一
人
者
の

上
林
拓
が
語
る
免
疫
の
新
常
識

と
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
す
べ

て
﹂
を
開
催
。
当
日
は
同
会
会

員
や
、
会
員
か
ら
の
紹
介
で
州

外
や
外
国
の
在
住
者
も
含
め
63

人
が
参
加
し
た
。

　

Ｎ
Ｙ
で
は
3
月
23
日
か
ら
ワ

ク
チ
ン
接
種
可
能
な
対
象
年
齢

を
50
歳
に
引
き
下
げ
る
な
ど
、

多
く
の
人
が
ワ
ク
チ
ン
を
打
て

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
同
会
で
は
、
よ
り
広
い
地

域
の
大
勢
の
人
に
も
ワ
ク
チ
ン

の
正
し
い
知
識
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
、
こ
の
ほ
ど
同
セ
ミ

ナ
ー
の
録
画
を
編
集
し
一
般
公

開
し
た
。

　

2
時
間
ほ
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
動

画
で
は
、
前
半
は
、
上
林
准
教

授
が
、
病
原
体
に
対
し
我
々
が

生
ま
れ
な
が
ら
持
っ
て
い
る
自

然
免
疫
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
な

ど
で
得
ら
れ
る
獲
得
免
疫
に
よ

る
病
原
体
へ
の
防
御
、
免
疫
細

胞
や
抗
体
に
よ
る
ウ
イ
ル
ス
と

の
戦
い
の
基
礎
的
な
知
識
、
い

っ
た
ん
獲
得
し
た
病
原
体
に
つ

い
て
の
情
報
を
効
果
的
に
記
憶

す
る
我
々
の
免
疫
記
憶
シ
ス
テ

ム
、
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
。
そ
し
て
今
回
非
常

に
短
期
間
で
開
発
さ
れ
た
全
く

新
し
い
タ
イ
プ
の
ワ
ク
チ
ン
と

な
る
﹁
核
酸
ワ
ク
チ
ン
﹂
を
は

じ
め
、
現
在
作
ら
れ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
ワ
ク
チ
ン
の
性
質
や

副
反
応
、
有
効
性
な
ど
も
明

確
に
説
明
し
た
。 

ま
た
、
ウ

イ
ル
ス
の
変
異
や
進
化
す
る
性

質
、
多
く
の
人
が
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
る
事
で
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
終
息
す
る
可
能
性
の
あ
る

集
団
免
疫
に
つ
い
て
の
説
明
も

あ
っ
た
。
後
半
は
、
質
疑
応
答

コ
ー
ナ
ー
で
、
参
加
者
か
ら
の

質
問
に
上
林
准
教
授
が
丁
寧
に

答
え
た
。

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
人

会
の
船
木
会
長
は
、﹁
ワ
ク
チ

ン
に
関
す
る
情
報
は
巷
に
あ
ふ

れ
て
い
る
が
信
ぴ
ょ
う
性
に
欠

け
る
も
の
も
多
い
の
で
、
正
し

い
知
識
を
免
疫
学
の
一
人
者
か

ら
聞
く
こ
と
で
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
是
非
を
自
ら
冷
静
に
判
断

し
て
欲
し
い
と
考
え
た
。
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
地
域
に
限
ら

ず
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
苦
し
む

全
て
の
地
域
の
日
本
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
も
貢
献
し
た
い
と
、

情
報
の
一
般
公
開
を
決
め
た
。﹂

と
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
意

図
と
動
画
を
一
般
公
開
し
た
理

由
を
語
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
動
画
は
、
以

下
の
サ
イ
ト
で
誰
で
も
視

聴

で

き

る
。http://bit.

ly/3rQ
bQ

i1JA
G

P

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
人
会

ワ
ク
チ
ン
セ
ミ
ナ
ー
公
開

mailto:info@jec-ny.org
http://www.faminet.net/komet
mailto:jt22461007@yahoo.co.jp
http://bit
http://bit
tel:2015921275
https://satoricollegeplanning.com/
http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
https://japaneseschool.org


　

こ
う
よ
う
を
見
に
車
で
ベ
ア

マ
ウ
ン
テ
ン
ま
で
行
き
ま
し

た
。
わ
た
し
の
す
ん
で
い
る
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
は
た
く
さ
ん
の
ビ

ル
と
人
が
い
る
け
れ
ど
、
北
の

方
へ
行
く
と
山
が
た
く
さ
ん
あ

っ
て
、
け
し
き
が
ぜ
ん
ぜ
ん
ち

が
い
ま
し
た
。

　

ベ
ア
マ
ウ
ン
テ
ン
の
前
に
き

れ
い
な
み
ず
う
み
が
あ
っ
て
、

そ
こ
が
か
が
み
み
た
い
に
こ
う

よ
う
が
う
つ
っ
て
、
と
て
も
き

れ
い
で
し
た
。
赤
、
黄
、
み
ど

り
色
の
木
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
風
が
ふ
く
と
は
っ
ぱ
が
雪

み
た
い
に
お
ち
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
ベ
ア
マ
ウ
ン
テ
ン
に
行

っ
て
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
２
年
︶　
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正
直
自
分
は
こ
の
テ
ー
マ
で

エ
ッ
セ
イ
の
課
題
が
来
た
時
は

困
り
ま
し
た
。
自
分
は
特
に
こ

れ
と
い
っ
て
頑
張
っ
た
事
は
な

く
、
三
日
坊
主
で
な
に
か
を
自

主
的
に
取
り
組
め
る
様
な
強
い

人
間
で
は
な
い
の
で
、
休
み
の

間
は
自
分
の
好
き
な
娯
楽
を
中

心
に
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
母
親
か
ら
毎
週
金

曜
日
に
弟
と
一
緒
に
晩
ご
飯
を

作
る
よ
う
に
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
将
来
一
人
暮
ら
し
の
時
に

役
立
つ
し
、
自
分
は
食
べ
る
事

が
好
き
で
料
理
も
自
分
の
好
き

な
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
た
ま
に
作
っ

た
り
し
て
い
た
の
で
、
自
分
が

食
べ
た
い
料
理
を
作
っ
て
い
ま

す
。
今
日
は
金
曜
日
な
の
で
こ

の
エ
ッ
セ
イ
が
書
き
終
わ
れ
ば

弟
と
油
淋
鶏
を
作
る
予
定
で

す
。
木
曜
日
ま
で
に
弟
と
な
に

を
作
る
か
を
決
め
て
、
材
料
を

報
告
し
て
、
自
分
の
車
の
運
転

練
習
の
つ
い
で
に
食
材
を
買
い

に
行
き
ま
す
。
夕
飯
の
時
間
に

な
っ
た
ら
、
弟
と
役
割
分
担
を

し
て
料
理
を
作
り
ま
す
。
弟
は

包
丁
の
扱
い
や
火
の
扱
い
が
ま

だ
慣
れ
て
な
い
の
で
、
弟
に
は

簡
単
な
所
を
分
担
し
料
理
を
し

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
だ
い
た
い
30
品
作

り
ま
し
た
が
毎
度
学
ぶ
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
致
命
的
な
ミ
ス

を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
正
直
ど
こ
か
味
を
も

っ
と
美
味
し
く
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、
改
良
す
る
事

が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。

こ
の
後
作
る
油
淋
鶏
も
揚
げ
物

を
作
る
の
は
二
回
目
で
、
一
回

チ
キ
ン
南
蛮
を
作
っ
た
時
に
、

皮
の
面
と
反
対
側
の
面
を
5
・

５
の
割
合
で
あ
げ
て
し
ま
い
、

硬
い
揚
げ
鶏
を
作
っ
て
し
ま

い
、
味
見
の
時
に
割
合
の
修
正

を
し
ま
し
た
が
、
心
残
り
が
あ

っ
た
の
で
今
回
は
ミ
ス
が
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
た
い
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
で
作
っ
て
き
た
料

理
の
中
で
断
ト
ツ
で
手
間
が
掛

か
っ
て
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
シ
ャ
リ
ア
ピ
ン
ス
テ
ー
キ
で

す
。
シ
ャ
リ
ア
ピ
ン
ス
テ
ー
キ

は
玉
ね
ぎ
と
赤
ワ
イ
ン
で
ス
テ

ー
キ
を
寝
か
す
こ
と
で
柔
ら
か

い
肉
に
す
る
料
理
で
す
。
こ
の

料
理
は
寝
か
す
前
の
処
理
が
大

変
で
し
た
が
、
完
成
し
た
料
理

は
絶
品
で
我
な
が
ら
上
手
に
作

れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
手
間

の
か
か
る
料
理
は
や
っ
ぱ
り
美

味
し
い
で
す
が
、
パ
ッ
と
作
っ

た
豚
キ
ム
チ
も
引
け
を
取
ら
な

い
美
味
し
さ
で
し
た
。
料
理
は

手
間
を
か
け
れ
ば
完
成
し
た
料

理
は
良
い
物
が
で
き
ま
す
が
、

決
し
て
か
け
た
時
間
と
料
理
の

美
味
し
さ
は
比
例
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
で
休
み
に
な

っ
て
料
理
を
し
て
み
て
、
料
理

は
作
る
だ
け
な
ら
簡
単
だ
け

ど
、
追
求
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
奥

深
い
物
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
で
休
み
に
な
ら

な
け
れ
ば
こ
こ
ま
で
料
理
へ
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
料
理
を
す
る
こ

と
は
、
自
分
が
作
っ
た
料
理
を

食
べ
て
貰
い
、
食
べ
て
貰
っ
た

料
理
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
生

活
を
す
る
こ
と
で
、
母
か
ら
生

ま
れ
た
日
か
ら
毎
日
欠
か
さ
ず

に
行
っ
て
い
る
事
だ
が
、
そ
の

サ
イ
ク
ル
を
自
分
が
作
っ
た
物

で
行
う
事
は
感
慨
深
い
物
で
人

間
の
神
秘
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
3
年
︶
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今
日
、
補
習
校
で
本
当
に
マ

ス
ク
を
作
り
ま
し
た
。
い
つ
も

は
、
母
や
祖
母
が
い
ろ
い
ろ
な

物
を
手
作
り
し
ま
す
が
、
今
回

は
、
ぼ
く
が
実
際
に
や
っ
て
み

る
の
で
す
。
最
初
は
、
作
り
方

を
ま
ち
が
う
か
と
思
っ
て
、
不

安
で
し
た
。
自
信
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

初
め
の
作
業
は
、
布
選
び
で

し
た
。
ぼ
く
は
、
青
と
白
と

紺
の
迷
彩
色
の
布
を
選
び
ま
し

た
。

　

次
に
、
型
紙
に
合
わ
せ
て
布

を
切
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
布

を
切
る
た
め
の
た
ち
ば
さ
み
を

使
っ
て
、
か
ん
単
に
布
を
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
型

紙
は
、
花
び
ん
に
似
た
形
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
二
枚
を
合
わ

せ
る
と
マ
ス
ク
の
形
に
な
る
の

で
す
。
こ
れ
で
、
マ
ス
ク
の
内

側
と
外
側
の
二
枚
が
で
き
ま
し

た
。

　

そ
れ
か
ら
、
布
に
え
ん
筆
で

線
を
引
い
て
か
ら
、
鼻
と
あ

ご
に
あ
た
る
部
分
を
ぬ
い
ま
し

た
。
ミ
シ
ン
に
は
ペ
ダ
ル
が
つ

い
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
だ
け

ペ
ダ
ル
を
ふ
ん
だ
の
に
、
と
て

も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
ミ
シ
ン
が

ぬ
い
始
め
て
お
ど
ろ
き
ま
し

た
。
ぼ
く
は
初
心
者
な
の
で
、

ぬ
う
速
さ
を
調
節
す
る
ペ
ダ
ル

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
む
ず
か
し

か
っ
た
で
す
。
だ
か
ら
、
て
い

ね
い
に
ミ
シ
ン
を
使
う
よ
う
に

心
が
け
ま
し
た
。

　

次
は
、
布
を
裏
返
し
た
じ
ょ

う
た
い
で
、
マ
ス
ク
の
上
と
下

を
ぬ
い
合
わ
せ
、
ト
ン
ネ
ル
み

た
い
な
形
を
作
っ
た
後
、
マ
ス

ク
の
表
の
色
が
見
え
る
よ
う
に

ひ
っ
く
り
返
し
て
ア
イ
ロ
ン
を

か
け
ま
し
た
。

　

最
後
は
ゴ
ム
を
付
け
る
作
業

で
す
。
表
の
布
の
は
し
を
一
回

お
っ
て
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
、
そ

し
て
二
回
目
は
も
っ
と
大
き
い

幅
で
お
っ
て
か
ら
、
耳
ゴ
ム
を

は
さ
ん
で
ぬ
い
ま
し
た
。

　

マ
ス
ク
が
完
成
し
た
時
、
も

っ
と
作
り
た
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
自
分
で
自
分
の
マ
ス
ク
を

作
っ
て
最
高
の
気
分
で
し
た
。

家
に
帰
っ
た
ら
、
弟
が
﹁
す
ご

い
ね
。
ぼ
く
に
も
作
っ
て
！
﹂

と
言
い
ま
し
た
。
次
に
は
弟
に

作
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶　

　

わ
た
し
の
お
さ
か
な
の
な
ま

え
は
、
ア
ニ
ー
と
い
い
ま
す
。

四
セ
ン
チ
の
大
き
さ
で
い
ろ
は

き
い
ろ
で
す
。
メ
ス
だ
け
ど
オ

ス
と
の
ち
が
い
は
お
ビ
レ
の
な

が
さ
で
す
。
エ
サ
は
一
に
ち
二

か
い
で
、
わ
た
し
は
あ
さ
お
き

て
か
ら
と
、
よ
る
ね
る
ま
え
に

一
つ
ま
み
の
エ
サ
を
水
の
な
か

に
い
れ
ま
す
。

　

た
ぶ
ん
ア
ニ
ー
は
よ
る
十
二

じ
に
ね
て
い
る
と
お
も
い
ま

す
。
わ
た
し
は
十
二
じ
に
は
も

う
ね
て
い
る
の
で
、
ア
ニ
ー
の

目
が
と
じ
て
い
る
の
を
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
一
か
い
だ
け
わ
た
し

が
あ
さ
四
じ
に
お
き
た
と
き

は
、
ア
ニ
ー
の
目
は
と
じ
て
い

て
シ
ー
ソ
ー
み
た
い
に
ゆ
れ
て

い
ま
し
た
。　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

 「思いやりの心」
　　　　　中部テネシー日本語補習校小６

　　　　　　　　　　　　　　山内　麗愛

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）
 ﹁

手
作
り
マ
ス
ク
﹂

　
　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
土
曜
補
習
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野　

琉
生

 「わたしのおさかな」
　　　　シンシナティ日本語補習授業校小１

　　　　　　　　　トンプソン　ダイアナ

　

私
が
ア
メ
リ
カ
生
活
の
中
で

感
じ
た
思
い
や
り
は
二
つ
あ
り

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
私
が
分
か
ら
な

く
て
困
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え

て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
私
が
ア

メ
リ
カ
に
来
て
す
ぐ
の
こ
ろ
、

先
生
の
言
っ
て
い
る
こ
と
や
授

業
の
内
容
が
分
か
ら
な
く
て
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
先
生
や
友
達

に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
自

分
も
す
る
こ
と
が
あ
る
の
に
、

他
の
人
の
事
を
気
に
か
け
て
く

れ
る
の
は
、
本
当
に
優
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
公
共
の
場
所
で
近
く
の
人
が

声
を
か
け
て
く
れ
る
こ
と
で

す
。
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
員
並
ん

で
い
る
と
、
店
員
さ
ん
が
、﹁
気

分
は
ど
う
？
﹂
と
話
し
か
け
て

く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
日

本
で
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
な

い
の
で
、
ア
メ
リ
カ
人
ら
し
く

て
親
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
に
は
親
切
で
思
い

や
り
の
あ
る
人
が
た
く
さ
ん
い

る
の
で
、
私
も
思
い
や
り
の
心

を
大
切
に
生
活
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
１
年
︶

 ﹁
コ
ロ
ナ
禍
で
の
気
づ
き
﹂

　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
倉　

大
志
郎

 「ベアマウンテン」
　　　ニューヨーク育英学園サタデースクール

　　　　　　　　　　　　　マンハッタン校小２

　　　　　　　　　　　　　若林　紗空

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://sundai-osn.jp
http://www.newjersryjapaneseschool.org
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

住
ん
で
い
る
ア
パ
ー
ト
の
キ
ッ
チ
ン
や
バ
ス

ル
ー
ム
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
不

動
産
投
資
や
レ
ン
タ
ル
用
ア
パ
ー
ト
の
修
理
や

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
も
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
注
文
す

る
こ
と
で
欠
陥
の
あ
る
現
存
の
デ
ザ
イ
ン
を
ス

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
作
り
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
、日
本
在
住
の
オ
ー
ナ
ー
が
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
投
資
用
ア
パ
ー
ト
を
貸
し
出

す
た
め
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
依
頼
し
て
改
修
工
事

を
行
っ
た
。
最
近
で
はLine

やiPhone

の

フ
ェ
イ
ス
タ
イ
ム
な
ど
を
使
い
、
現
場
の
ビ
デ

オ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
せ
な
が
ら
質
問
に
答

え
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
便
利
だ
。

　

１
万
ド
ル
の
予
算
で
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
。
希

望
は
キ
ッ
チ
ン
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
全
体
を
新
し

い
も
の
に
交
換
だ
っ
た
が
そ
の
予
算
で
は
と
て

も
足
り
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
カ
ウ
ン
タ
ー
と

フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
と
シ
ン
ク
を
か
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
断
然
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
。
新
し
く

す
る
た
め
に
、
実
は
こ
の
よ
う
に
小
さ
な
工
夫

と
修
理
が
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
変
化
を
も
た
ら

す
。
古
い
白
い
冷
蔵
庫
を
黒
く
塗
り
替
え
、
中

の
壊
れ
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
棚
も
新
し
い

も
の
と
取
り
替
え
る
こ
と
で
と
て
も
お
洒
落
に

な
っ
た
。
こ
の
限
ら
れ
た
予
算
内
で
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー
と
シ
ン
ク
と
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
の

取
り
換
え
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ス
ル
ー
ム
の
タ

イ
ル
の
修
理
と
、
フ
ォ
ー
セ
ッ
ト
の
取
り
換

え
、
ペ
ン
キ
の
塗
り
替
え
、
床
の
修
理
と
塗
り

替
え
も
で
き
た
。
ま
た
、
壊
れ
た
照
明
の
修
理

と
取
り
替
え
、
工
事
業
者
に
最
後
の
掃
除
代

金
ま
で
賄
え
た
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
予
算
を
効

果
的
に
使
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
案
す
る
の
も

大
切
な
仕
事
の
よ
う
だ
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話　

９
１
７
・
２
２
４
・
０
０
９
６
、
Ｅ
メ
ー
ル　

akino@
interiordesigncrafted.com

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
野
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・Interior Design C

rafted

︶

室内改修工事
海外からデザイナーに相談
Line で遠隔でもリアルに

賃
貸
住
宅
か
ら
引
っ
越
そ
う
と

考
え
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
お
勧
め
し
た
い

の
が
マ
ル
チ
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
呼

ば
れ
る
２
〜
４
世
帯
用
住
宅
で

す
。
代
表
的
な
マ
ル
チ
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
一
軒
に
2
世
帯
が
住
め

る
家
で
、
左
右
の
縦
割
り
タ
イ

プ
や
上
下
の
横
割
り
タ
イ
プ
が

あ
り
ま
す
。
近
年
ハ
リ
ソ
ン
な

ど
で
日
本
人
駐
在
員
に
人
気
の

築
浅
の
縦
割
り
型
二
世
帯
住

宅
は
資
金
的
に
余
裕
が
あ
る

方
向
け
で
す
。
購
入
価
格
は

１
０
０
万
ド
ル
を
超
え
ま
す

が
、
片
方
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
住
ん

で
他
方
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
貸
せ

ば
毎
月
４
５
０
０
ド
ル
か
ら

５
０
０
０
ド
ル
の
収
入
が
得
ら

れ
ま
す
。
予
算
が
50
万
ド
ル
〜

80
万
ド
ル
と
い
う
方
に
は
ウ

ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
で
も
Ｉ-

２
８
７
の
北
側
の
エ
リ
ア
が
お

勧
め
で
す
。

　

今
回
は
マ
ウ
ン
ト
・
キ
ス
コ

と
い
う
街
の
物
件
を
例
に
ご
紹

介
し
ま
す
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に

住
む
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
お
客
様

が
数
か
月
に
わ
た
る
物
件
探
し

の
結
果
、
マ
ウ
ン
ト
・
キ
ス
コ

で
駅
か
ら
徒
歩
10
分
で
し
か
も

約
ハ
ー
フ
エ
ー
カ
ー
の
広
い
土

地
付
き
の
二
世
帯
住
宅
に
巡
り

合
い
ま
し
た
。
お
し
ゃ
れ
な
商

店
街
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
街
並
み

な
ど
が
都
会
派
の
お
客
様
の
感

性
に
も
合
っ
た
よ
う
で
す
。
価

格
は
約
50
万
ド
ル
と
フ
ァ
ー
ス

ト
・
バ
イ
ヤ
ー
︵
家
を
初
め
て

購
入
す
る
方
︶
に
も
手
が
届
き

ま
す
し
、
特
に
若
い
方
で
し
た

ら
資
産
形
成
の
良
い
ス
タ
ー
ト

に
な
り
ま
す
。
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
よ
く
テ
ナ
ン
ト
募
集
に
苦
労

す
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
す
。

片
方
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
住
ん
で
他

方
を
貸
す
場
合
、
１
５
０
０
ド

ル
か
ら
２
０
０
０
ド
ル
の
家
賃

収
入
が
見
込
め
ま
す
。
︵
リ
ロ
　

リ
ダ
ッ
ク
　
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス

タ
ー
・
オ
フ
ィ
ス
　
荒
井
伸
一
︶

　

歴
史
的
な
低
金
利
と
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
影
響
で
ウ
エ
ス
ト
チ

ェ
ス
タ
ー
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
郊
外
や
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州

な
ど
の
住
宅
売
買
件
数
は
前
年

比
10
％
を
超
え
る
活
況
を
呈
し

て
い
ま
す
。

　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
定
着
も

手
伝
っ
て
こ
の
機
会
に
ホ
ー
ム

オ
フ
ィ
ス
や
庭
が
あ
る
郊
外
の

一
軒
家
を
購
入
し
て
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
や
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
狭
い

マ
ル
チ
フ
ァ
ミ
リ
ー
住
宅
へ
の
投
資

不
動
産

ト
レ
ン
ド

を
発
売
。
高
品
質
ス
テ
ン
レ
ス

を
使
用
し
、
独
自
の
真
空
断
熱

技
術
を
使
用
し
た
ス
テ
ン
レ
ス

真
空
２
重
ま
ほ
う
び
ん
﹁
ス

テ
ン
レ
ス 

マ
グ
﹂
は
12
、
16
、

20
オ
ン
ス
︵
メ
ー
カ
ー
希
望
小

売
価
格
41
ド
ル
、
42
ド
ル
、
44

ド
ル
︶
の
３
つ
の
サ
イ
ズ
。

　

中
国
茶
器
の
宜
興
紫
砂
を
基

調
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
新
し
い

ハ
ン
ド
ル
付
き
テ
ィ
ー
タ
ン
ブ

ラ
ー
は
、
取
り
外
し
可
能
な
デ

ュ
ア
ル
茶
こ
し
と
茶
葉
ス
ト
ッ

パ
ー
が
付
属
さ
れ
、
手
軽
に
お

茶
を
淹
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
つ
の
カ
ラ
ー
で
サ
イ
ズ
は
16

オ
ン
ス
、
メ
ー
カ
ー
希
望
小

売
価
格
は
59
ド
ル
。https://

w
w

w
.zojirushi.co

　

象
印
は
、
軽
量
で
高
い
保
温
・

保
冷
力
を
持
ち
、
耐
久
性
に
優

れ
た
２
つ
の
ス
テ
ン
レ
ス
商
品

象
印
が
耐
高
久
性

ス
テ
ン
レ
ス
マ
グ

mailto:akino@interiordesigncrafted.com%E3%80%80
mailto:akino@interiordesigncrafted.com%E3%80%80
mailto:akino@interiordesigncrafted.com%E3%80%80
mailto:akino@interiordesigncrafted.com%E3%80%80
https://www.zojirushi.co
https://www.zojirushi.co
https://www.zojirushi.co
https://www.zojirushi.co
mailto:commercial@redacinc.com
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mailto:miyuki3533@gmail.com
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It’s better in The 
Bahamas!

　

﹁
バ
ハ
マ
に
来
れ
ば
、
何
も

か
も
が
楽
し
く
な
る
！
﹂
こ

れ
は
バ
ハ
マ
政
府
観
光
局
が

１
９
７
０
年
代
か
ら
現
在
も
掲

げ
て
い
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

こ
の
一
言
が
バ
ハ
マ
へ
の
旅
の

全
て
を
表
し
て
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
東
部
標
準
時
間
に
入
る
バ

ハ
マ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
は

時
差
が
な
く
、
直
行
便
で
２
時

間
で
遊
び
に
行
け
る
、
カ
リ
ブ

海
の
中
で
も
最
も
身
近
な
旅
行

先
で
す
。
た
っ
た
数
時
間
で
到

着
す
る
先
に
は
、
カ
リ
ブ
海
の

蒼
い
海
が
皆
さ
ま
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

バ
ハ
マ
に
お
け
るC

O
V

ID-19

の
現
状

　

世
界
中
の
国
と
同
じ
く
、
や

は
り
バ
ハ
マ
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
２
０
２
０
年
12
月
頃
か

ら
新
規
感
染
者
数
の
増
加
は
か

な
り
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ

最
近
は
感
染
者
数
が
１
桁
の
日

も
あ
る
ほ
ど
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
て
い
ま
す
。
21
年
３
月
14

日
か
ら
は
バ
ハ
マ
国
内
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
も
開
始
さ
れ
、
初
日

に
首
相
が
接
種
を
す
る
な
ど
国

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

各
リ
ゾ
ー
ト
で
は
ア
メ
リ
カ

に
戻
る
際
に
必
要
な
抗
原
検
査

を
無
料
で
行
う
ホ
テ
ル
も
あ

り
、
ナ
ッ
ソ
ー
空
港
内
に
も
検

査
を
受
け
ら
れ
る
施
設
︵
有
料
︶

が
あ
り
、
帰
国
も
ス
ム
ー
ズ
に

手
続
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

バ
ハ
マ
と
言
え
ば
！
テ
ー
マ
パ

ー
ク
型
ホ
テ
ル
リ
ゾ
ー
ト

　

や
は
り
バ
ハ
マ
の
一
番
人
気

の
リ
ゾ
ー
ト
は
﹁
ア
ト
ラ
ン
テ

ィ
ス
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
ア
イ
ラ
ン

ド
﹂。
５
つ
の
宿
泊
タ
ワ
ー
や

水
族
館
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ

ダ
ー
、
流
れ
る
プ
ー
ル
、
カ
ジ

ノ
、
イ
ル
カ
や
ア
シ
カ
と
遊
べ

る
施
設
、
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
美
し
い
パ
ラ

ダ
イ
ス
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ビ
ー
チ

や
ク
ラ
ブ
、
多
く
の
グ
ル
メ
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
設
備
の
充
実

は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
！
朝
か

ら
夜
ま
で
ホ
テ
ル
内
で
充
分
楽

し
め
る
の
も
、
感
染
の
心
配
が

な
い
大
き
な
魅
力
で
す
。

バ
ハ
マ
の
人
気
ロ
ー
カ
ル
フ
ー

ド

　

ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
で
一
番
人

気
は
コ
ン
ク
貝
を
使
っ
た
料
理

で
す
。
生
で
食
べ
る
コ
ン
ク
サ

ラ
ダ
は
特
に
地
元
で
は
人
気
！

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
帰
宅
途
中
に

買
っ
て
帰
る
人
や
、
食
事
の
前

菜
と
し
て
食
べ
る
人
も
多
い
お

手
軽
フ
ー
ド
で
す
。コ
ン
ク
貝
、

玉
ね
ぎ
、
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト

の
み
じ
ん
切
り
に
ラ
イ
ム
・
オ

レ
ン
ジ
を
絞
り
、
塩
と
ペ
ッ
パ

ー
で
味
付
け
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

コ
ン
ク
サ
ラ
ダ
は
、
さ
っ
ぱ
り

と
し
た
味
わ
い
が
ビ
ー
ル
の
お

供
に
最
高
！

世
界
唯
一
！
野
生
の
ブ
タ
と
泳

げ
る
ビ
ー
チ

　

人
気
の
お
す
す
め
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
は
、
泳
ぐ
豚
さ
ん
と

会
う
ツ
ア
ー
で
す
。
エ
グ
ズ
ー

マ
諸
島
の
ビ
ッ
グ
メ
イ
ジ
ャ
ー

キ
ー
に
泳
ぐ
豚
さ
ん
、
コ
ン
パ

ス
キ
ー
に
は
サ
メ
、
ア
ラ
ン
ズ

キ
ー
で
は
イ
グ
ア
ナ
に
会
う
こ

と
も
で
き
ま
す
。
ボ
ー
ト
で
行

く
日
帰
り
ツ
ア
ー
が
お
す
す
め

で
す
。
た
だ
し
、
ナ
ッ
ソ
ー
か

ら
エ
グ
ズ
ー
マ
へ
は
距
離
が
あ

り
、
天
候
に
も
左
右
さ
れ
や
す

い
た
め
、
首
都
ナ
ッ
ソ
ー
で
の

ツ
ア
ー
も
お
す
す
め
で
す
。
ナ

ッ
ソ
ー
で
も
ニ
ュ
ー
プ
ロ
ビ
デ

ン
ス
島
の
南
側
の
ビ
ー
チ
で
豚

さ
ん
た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

今
後
の
期
待

　

昨
年
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
が
続

い
て
い
る
ク
ル
ー
ズ
船
業
界
か

ら
も
良
い
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ク
リ
ス
タ
ル
ク

ル
ー
ズ
が
21
年
７
月
４
日
か

ら
、
出
港
地
の
ナ
ッ
ソ
ー
を
含

め
て
バ
ハ
マ
の
島
を
６
島
を
１

週
間
で
周
る
と
い
う
、
新
し
い

路
線
を
発
表
し
ま
し
た
。
ナ
ッ

ソ
ー
、ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
、

エ
グ
ズ
ー
マ
、
サ
ン
サ
ル
バ
ド

ル
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
、
ビ

ミ
ニ
の
６
島
を
１
度
の
ト
リ
ッ

プ
で
全
て
周
れ
る
と
い
う
贅
沢

な
ク
ル
ー
ズ
で
す
。

バ
ハ
マ
渡
航
入
国
規
制

　

現
在
、
バ
ハ
マ
の
入
国
に
は

ト
ラ
ベ
ル
ヘ
ル
ス
ビ
ザ
が
必
要

で
す
。
ビ
ザ
の
申
請
に
は
５
日

以
内
に
受
け
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

陰
性
結
果
が
必
要
と
な
っ
て
お

り
ま
す
︵
10
歳
以
下
は
免
除
︶。

５
泊
以
上
ご
滞
在
の
方
は
、
５

日
目
に
再
度
抗
原
検
査
を
受
け

る
事
に
な
り
、
そ
の
検
査
費
用

が
含
ま
れ
る
ビ
ザ
と
含
ま
れ
な

い
ビ
ザ
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
料
金

が
異
な
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
か

ら
の
観
光
客
の

方
で
４
泊
以
下
の
ビ
ザ
は
40
ド

ル
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
首
都
ナ
ッ
ソ
ー

の
空
港
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
入
国
審
査
が
常
駐
し
て
お

り
、
ア
メ
リ
カ
へ
戻
る
観
光
客

の
方
が
利
用
す
る
専
用
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
入
国
審
査
を
通
過
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
大
き
な
魅
力
で

す
。

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
距
離
の
近

さ
、東
海
岸
で
は
時
差
が
な
い
、

Ｕ
Ｓ
ド
ル
が
そ
の
ま
ま
利
用
で

き
る
、
元
イ
ギ
リ
ス
領
な
の
で

言
葉
が
英
語
な
ど
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
旅
行
先
と
し
て
は
身
近

な
存
在
の
バ
ハ
マ
で
す
。
リ
ゾ

ー
ト
の
形
態
も
、
大
人
オ
ン
リ

ー
の
オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

か
ら
ご
家
族
連
れ
が
楽
し
め
る

ホ
テ
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
一
度

は
カ
リ
ブ
海
に
行
っ
て
み
た
い

と
い
う
方
は
是
非
バ
ハ
マ
へ
！

※
記
事
作
成
時
の
情
報
と
な
り

ま
す
の
で
、
最
新
情
報
は
各
公

式
機
関
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
※
現
在
地
域
に
よ
り
移
動

制
限
等
が
発
表
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
各
州
の
最
新
情
報
や

現
地
大
使
館
・
総
領
事
館
か
ら

の
安
全
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

旅
行
会
社 

ア
ム
ネ
ッ
ト 

バ
ケ

ー
シ
ョ
ン
／
テ
ー
マ
パ
ー
ク
デ

ス
クamnet-usa.com

Ｎ
Ｙ
か
ら
た
っ
た
の
２
時
間
！
安
心
・
安
全

気
軽
に
行
け
る
カ
リ
ブ
海
リ
ゾ
ー
ト
﹁
バ
ハ
マ
﹂

 第 397 回

　

今
年
１
月
、
京
都
・
祇
園
の

路
地
の
一
角
に
﹁ZEN

BI -

鍵

善

良

房- K
A

G
IZEN

 A
RT

 
M

U
SEU

M

﹂
が
開
館
し
ま
し

た
。
鍵
善
良
房
と
は
、
江
戸

中
期
の
享
保
年
間
に
創
業
し
た

３
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る

和
菓
子
店
で
、
吉
野
の
本
葛
を

使
っ
た
﹁
く
ず
き
り
﹂
で
有
名

で
す
。
こ
の
路
地
は
、
15
代
今

西
善
也
︵
現
当
主
︶
の
代
に
な

っ
て
か
ら
、﹁
菓
子
屋
が
伝
え

る
文
化
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
カ
フ

ェ
サ
ロ
ン
﹁ZEN

 CA
FE

﹂、

﹁K
agizen G

ift Shop

﹂
や
若

手
作
家
の
発
表
の
場
﹁
ギ
ャ
ラ

リ
ー 

空 

鍵
屋
﹂
が
営
ま
れ
て

き
た
場
所
で
、
鍵
屋
だ
っ
た
場

所
を
使
っ
て
美
術
館
が
新
築
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
、
開
館
記
念

と
し
て
﹁
黒
田
辰
秋
と
鍵
善
良

房 ? 

結
ば
れ
た
美
へ
の
約
束
﹂

展
が
開
催
中
で
す
。

　

黒
田
辰
秋
は
、
木
工
芸
の
分

野
で
初
め
て
人
間
国
宝
の
認
定

を
受
け
た
漆
芸
家
・
木
工
家
で
、

１
９
２
４
年
頃
に
陶
芸
家
の
河

井
寛
次
郎
の
講
演
に
感
銘
を
受

け
、
日
常
の
暮
ら
し
の
品
か

ら
﹁
用
の
美
﹂
を
見
出
す
﹁
民

藝
運
動
﹂
の
中
心
を
担
っ
た

民
藝
運
動
に
加
わ
り
ま
し
た
。

１
９
２
６
年
に
柳
宗
悦
や
濱
田

庄
司
ら
が
発
行
し
た
﹃
日
本
民

芸
館
設
立
趣
意
書
﹄
の
表
紙
の

表
題
を
彫
っ
て
い
ま
す
。
私
が

務
め
る
京
都
国
立
博
物
館
の
す

ぐ
近
く
に
河
井
寛
次
郎
記
念
館

が
あ
り
、
そ
の
表
札
は
棟
方
志

巧
の
書
で
、
黒
田
辰
秋
制
作
の

も
の
な
の
で
す
。

　

河
井
寛
次
郎
記
念
館
は
私
の

好
き
な
博
物
館
の
一
つ
で
、
京

町
家
風
の
外
観
に
反
し
て
、
内

部
は
ど
っ
し
り
と
重
厚
な
作
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。
建
物
の
み

な
ら
ず
、
館
内
の
家
具
や
調
度

類
も
、
デ
ザ
イ
ン
ま
た
は
蒐
集

に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
個

性
を
発
揮
し
つ
つ
も
、
不
思
議

な
統
一
感
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。﹁
暮
し
が
仕
事　

仕
事
が

暮
し
﹂
の
言
葉
を
残
し
た
河
井

寛
次
郎
の
暮
ら
し
の
息
づ
か
い

が
感
じ
ら
れ
る
記
念
館
だ
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
孫
の
鷺

珠
江
さ
ん
が
学
芸
員
を
務
め
、

今
な
お
個
人
運
営
の
同
館
は
、

２
０
２
３
デ
ザ
イ
ン
ま
た
は
蒐

集
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

個
性
を
発
揮
し
つ
つ
も
、
不
思

議
な
統
一
感
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。﹁
暮
し
が
仕
事　

仕
事

が
暮
し
﹂
の
言
葉
を
残
し
た
河

井
寛
次
郎
の
暮
ら
し
の
息
づ
か

い
が
感
じ
ら
れ
る
記
念
館
だ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
孫
の
鷺

珠
江
さ
ん
が
学
芸
員
を
務
め
、

今
な
お
個
人
運
営
の
同
館
は
、

２
０
２
３
年
に
は
開
館
50
周
年

を
迎
え
ま
す
。

　

さ
て
、ZEN

BI

で
は
、
黒

田
が
手
が
け
た
螺
鈿
の
﹁
く
ず

き
り
﹂
用
器
や
、
本
店
の
シ
ョ

ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
大
き
さ
に
つ

く
ら
れ
た
﹁
赤
漆
宝
結
文
飾
板
﹂

な
ど
が
出
展
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
多
岐
に
わ
た
る
黒
田
の
技

術
力
の
高
さ
と
と
も
に
、
鍵
善

と
の
関
係
性
が
伺
え
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
黒
田
と
鍵
善

の
縁
は
、
１
９
３
１
年
、
当
時

27
歳
の
黒
田
と
同
世
代
で
あ
っ

た
12
代
当
主
・
善
造
が
店
舗
の

大
飾
棚
制
作
を
依
頼
し
た
こ
と

か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
民
藝

に
関
心
を
寄
せ
、
黒
田
の
作
品

に
惚
れ
込
ん
だ
善
造
は
、
そ
の

後
も
数
々
の
調
度
を
依
頼
し
黒

田
も
ま
た
そ
の
信
頼
に
応
え
た

と
い
い
ま
す
。
鍵
善
店
内
の
大

飾
棚
は
、
今
も
現
役
で
使
わ
れ

て
お
り
、
ま
さ
に
究
極
の
﹁
用

の
美
﹂
だ
と
言
っ
て
い
い
で
し

ょ
う
。

　

こ
の
頃
の
鍵
善
は
文
化
人
の

サ
ロ
ン
の
よ
う
で
、
夕
方
と
も

な
る
と
文
人
や
芸
術
家
、
研
究

者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
が
集

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
寛
次
郎

も
そ
の
一
人
で
、
店
に
は
黒
田

の
額
に
入
れ
た
寛
次
郎
の
書

﹁
く
づ
き
り
﹂
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
寛
次
郎
に
よ
く
お
菓

子
を
配
達
し
た
と
い
う
記
録
が

あ
り
、
大
き
な
壺
を
始
め
寛
次

郎
の
作
品
が
店
内
に
残
っ
て
い

ま
す
。ZEN

BI

を
見
学
し
た

ら
、
鍵
善
良
房
に
も
行
か
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。︵
文
・
栗

原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物
館
副

館
長
︶

河井寛次郎と
鍵善良房

https://truetruth.hatenablog.com/
http://op-ed.jp
tel:7182684956
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
レ
ス

ト

ラ

ン
﹁

來

流
︵

く

り

ゅ

う
︶
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
﹂︵300 

7th Street, P
ark Slope 

B
rooklyn

︶
の
イ
ン
ド
ア
ダ

イ
ニ
ン
グ
・
デ
ィ
ナ
ー
会
﹁
さ

く
ら
の
宴
﹂
が
、
４
月
17
日

︵
土
︶
午
後
５
時
︵
第
１
部
︶

と
７
時
︵
第
２
部
︶
か
ら
開
催

さ
れ
る
。
シ
ェ
フ
の
ヨ
シ
オ
カ

テ
ル
オ
氏
に
よ
る
プ
リ
フ
ィ
ッ

ク
ス
・
デ
ィ
ナ
ー
と
同
店
パ
テ

ィ
シ
ェC

hiizu

に
よ
る
サ
ク

ラ
ロ
ー
ル
の
ス
イ
ー
ツ
、
ス
ポ

ン
サ
ー
の
菊
水
の
お
酒
が
振
舞

わ
れ
る
。各
部
と
も
10
人
限
定
。

料
金
は
１
０
０
ド
ル
。
予
約
は

Ｅ

メ

ー

ルjplusbossam
@

gm
ail.com

ま
で
。

ブルックリンの來流NYで17日

イ
ン
ド
ア
・
ダ
イ
ニ
ン
グ

さ
く
ら
の
宴
を
開
催

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
︵

Ｊ

Ｓ

︶

は

４

月

28

日

︵
水
︶
午
後
８
時
か
ら
、
﹁
日

本
×
台
湾

：

振
付
家
た
ち
の

C
O

V
ID

-19

﹂
と
題
し
た
日
本

と
台
湾
の
若
手
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
ダ
ン
ス
振
付
家
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
・
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開

催
す
る
。
日
本
か
ら
は
鯨
井
謙

太
郎
と
、
舞
踏
家
、
麿
赤
兒
が

率
い
る
舞
踏
グ
ル
ー
プ
﹁
大

駱
駝
艦
﹂
出
身
の
奥
山
ば
ら

ば
、
台
湾
か
ら
は
ダ
ン
ス
カ
ン

パ
ニ
ー
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ｅ
共
同
主

催
者
の
ス
ー
・
ウ
ェ
イ=

チ
ア

と
、
振
付
家
の
ハ
オ
・
チ
ェ
ン

が
参
加
。　

視
聴
無
料
。
登

録
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.japansociety

.org/
perform

ingarts

を
参
照
。

振
付
師
と

コ
ロ
ナ
Ｊ
Ｓ
で

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

　

日
本
ク
ラ
ブ
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
４
月
15
日
︵
木
︶
か
ら

5
月
26
日
︵
水
︶
ま
で
、﹁
海

老
屋
流
茶
箱
﹂
と
題
し
た
企
画

展
を
開
催
す
る
。︵
協
賛

：

ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会
議
所

基
金
︶

　

茶
箱
は
大
き
さ
約
20
セ
ン
チ

ほ
ど
の
小
さ
な
箱
や
籠
の
な
か

に
、
お
茶
を
点
て
る
た
め
に
必

要
な
茶
道
具
、
棗
や
茶
筅
、
茶

碗
な
ど
が
す
べ
て
入
っ
て
る
セ

ッ
ト
の
こ
と
で
、
今
か
ら
約

４
０
０
年
前
、
千
利
休
が
野
外

で
お
茶
を
愉
し
む
た
め
に
小
さ

な
茶
道
具
を
仕
組
ん
だ
の
が
始

ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。
同
展

で
は
延
宝
元
年︵
１
６
７
３
年
︶

か
ら
続
く
骨
董
店
海
老
屋
九
代

目
三
宅
正
洋
氏
の
﹁
見
立
て
﹂

で
作
ら
れ
た
遊
び
心
満
載
の
茶

箱
30
点
を
紹
介
す
る
。

　

ま
た
、
４
月
15
日
︵
木
︶
午

後
７
時
か
ら
﹁
海
老
屋
流
茶
箱

展
﹂
バ
ー
チ
ャ
ル
・
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催

さ
れ
る
。
三
宅
正
洋
氏
に
よ
る

骨
董
茶
箱
に
つ
い
て
の
解
説
、

表
千
家
教
授
中
澤
宗
寿
氏
の
お

点
前
と
、
西
川
流
宗
家
家
元
西

川
扇
蔵
十
世
︵
人
間
国
宝
︶
の

長
女
西
川
祐
子
氏
に
よ
る
日
本

舞
踊
﹁
お
江
戸
日
本
橋
﹂
が
披

露
さ
れ
る
。 

参
加
費
無
料
︵
任

意
で
医
療
従
事
者
へ
の
お
弁
当

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
寄
付
︶。
先

着
５
０
０
人
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.nipponclub.org

を

参
照
。

海
老
屋
流
茶
箱 

企
画
展

日本クラブ

ＷＥＢギャラリー

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.nipponclub.org
https://www.nipponclub.org
https://www.nipponclub.org
https://www.nipponclub.org
https://www.japansociety.org/performingarts
mailto:jplusbossam@gmail.com
https://www.bozubrooklyn.com/
http://jweeklyusa.com
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